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大 管長会 メ ッセ ージ

私 たちの住む現代社会には・批判 と論争力ご
渦巻 いているように思われる。あ らゆる

方面で，新旧を問わず計画に反対 を唱えた り，

既存の， あるいは新 しく提唱 された組織に攻

撃 を加えた りす る人々が見 られる。 しか し，

そのような人々が行な う示威運動には，往々

に してただ社会の注意を引 くことを目的 とし

ているものが多い。教会の中においてさえ，

異なる目的を持 った人々が， それぞれ自分た

ちの 目的 を達成しようと反 目し合 っているこ

とがある。確 かに私 たちは 自由意志の原則を

堅 く信 じ，思想と行動の自由を奨励 している。

しか しイエス ・キリス トの福音の中には，教

会員が和合一致 を図るために守 らなければな

らない幾つかの基本原則がある。しか もこの

基本原則は人類の平和 と幸福 を目指す もので

幸福 は家庭の中から

第一 副 管 長
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ある。

私 たちを取 り巻 く世の中に平安 がない原因

を調べてみると，争いがあるためであるとい

うことに気付 く。これはすべての人々の一致

した見解であ り， この事実 に反論する人はひ

とりもいないと思 う。ところが， このような

憂慮すべ き状況 をな くし，平和 と秩序 らしい

ものを取 りもどそうとす る試みが新たな論争

を引き起こしている。 しか しそれとても，私

たちが福音の原則を理解 し，生活に取 り入れ

さえすれば，速やかに解決できることである。

この数年間に見られる生活様式の変化 と，

先に述べた反対運動の増加や激化 との間には

何らかの相関関係があるように思われる。私

たちは多くの家庭が崩壊 していること， また，

家庭におけるしつけや，訓練が欠如 している

という話 をよく耳にする。父親 と母親が親 と

しての義務 を果 たす ことよりも，社会や仕事

に興味の対象 を求めるというこのような生活

様式の変化 は，子供 たちに悪い影響 を及ぼ さ

ないはずがない。親 として， 自分の子供 の霊

的，一般 的な教育 を全面的 に他人に任せ る

ことはできないのである。それは親 の責任放

棄以外の何 ものでもない。自分の子供，す な

わち神の霊の子供 を教 えるのは親の義務であ

り，御父は子供 たちがご自分の もとに帰るに

ふさわしい生活 をす るように望 んでおられる

のである。

子供に，愛 と平安 を与えるのは親であ る。

それは親にしかできないことである。自分が

何者であるかを知 ってお り， しか も自分が愛

され必要 とされていることを感 じられるよう

な家庭にいる子供たちは，ふらふらと迷 い出

て自己の存在を確認 しよ うとした り，既成の

社会体制下では得 られない幸福 を探 し求めた

りす ることは決 してないのである。

私が知っている最 も幸福な人は，家庭 中心

の生活をしている人である。 もちろん仕事は
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非常に大切 である。仕事で成功 を収めること

も幸福 に欠 くことのできない条件 である。 し

か し，忘れてならないのは，私たちがよ く口

にす る 「いかなる成功 も家庭の失敗 を償 うこ

とはできない」(デ ビッド・0・ マッケイ)と

いう言葉である。

世界で最 も幸福 な女性 とは，ほかのどの よ

うな所 よりも家庭にいることを好む夫や子供

たちを持つ人，学校か ら帰 って来るな り母親

の姿 を捜 してその 日あったことを話 して くれ

る子供 を持つ人である。彼女は，子供 と悲 し

みや喜びや成功 を共に し，子供が何かを成 し

遂げた時は一緒 になって喜ぶ。 また，子供が

政治や仕事，地域社会において指導的立場に

立てば誇 りに思 う。彼女はさらに孫 にも愛 を

注 ぐことを忘れない。そ して，孫たちとの交

わ りの中に満たされた新 しい世界 を見いだす

のである。

私たちは子供 たちを大切 に育て，彼 らが立

派な市民 となって，地域社会や 国の指導的立

場に立てるように備える必要がある。「揺 りか

ごを揺 り動かす手は世界 を支配す る」 という

言葉がある。女性に とって，子供 を地域社会

の指導者たるにふさわし く育てること以上に

大 きなチャレンジがあるだろうか。 また息子

を神権者，誠実な夫，父親 とな るように，娘

を清 く汚れな く，立派な妻，母親 となるよう

に備 えさせ ること以上に大 きなチャレンジが

あるだろ うか。

世 の中の問題 を解決 しようとするな らば，

第一 に将来の指導者 を育てる家庭 に目を向け

るべ きである。女性に とって，子供 をもうけ，

その子に感化 を及ぼして社会の悪を正す器 と

なるように育てること以上に社会に貢献 でき

ることはない。

何 らかの理由で子供のいない女性 も， 同様

に社会におけ る自分 の役割 を見いだ し，大 き

な感化 を及ぼすことがで きる。現に， 多くの



女性が他の家族の子供たちのために働 いた り，

自分の才能 を生かせ る活動に参加 した りする

ことによって，周囲の人々に少なか らぬ影響

を与えている。ここで，母親にな ることを欲

しない女性に申 し上げたい。私 たちが この世

にいるのは私たちを産んで くれた母親のお陰

である。 また， もし母親の優 しく愛情に満 ち

た導 きと幼 ない頃の家庭教育がなかったなら

ば，私たちは今の ように人のために価値 ある

奉仕 をする立場に立つ ことはできなか ったで

あ ろう。 さらに私たちは， また母親 となって

いない多くの女性が，教会の補助組織や その

他援助 を必要 とす る様々な分野で計 り知 れな

い奉仕 をしていることを知 っている。

数年前，オハ イオ州にある歴史的に有名な

女子大学ウェスタン ・カレッジは， オセー リ

ア ・コンプ トン女史に法学博士号 を授与 した。

名誉博士号は普通，科学や芸術の分野で優れ

た業績 を残 した人に授け られるものであるが，

勉歳のこの女性は 「コンプ トン家の妻，母親

としての功績」に対 して法学博士号 を贈 られ

たのであった。.

記事には次のようにある。「彼女の夫 と3人

の息子たちの名前が 『米国名士録』 の1ペ ー

ジを埋めている。 しか し，中西部の農家で彼

女が主婦 として輝かしい数々の功績 を残 した

こ とにつ いては一言 も触れられていない。」

彼女の先祖はご くあ りふれた農家の出であっ

た。 しか し，妻 としてまた母親 としての彼女

の優 れた働 きが，予期 しなかった名声 を彼女

に もたらしたのである。

ある記者は彼女 と型通 りのインタビュー を

す ませた後の経験 を次のように記 している。

「彼女の料理 には伝統の中に新 しさがあ り
，

また非常 にオー ソ ドックスな反面革新的でも

ある。そ して， どこにで もあ りそ うだが，そ

れでいていつ まで も忘れるこ とができない，

まったく不思議な味 である。 ところが彼女は

こともなげにこう語った。『ただ聖書 と常識に

従ったまでです』と。」 また，遺伝 についての

記者の質 問に，彼女は次のように答えている。

「それは
， 人の価値は血筋を通 して引 き継

がれてい くという考えですか。それでしたら

私 はそうは思いません。た とえばリンカーンを

見て下 さい。彼の場合，そういう意味での 『遺

伝』は まった くあ りませんで した。歴史に登

場 す る身 をもち崩 した王や，『良家』 といわ

、れる家の役立たずの息子や娘 も，.そ の良い証

拠です。私は遺伝が人にそれほ ど影響 を及ぼ

す とは思 いません。私はこれまで普通の市民

の子供たちが立派な人 となっているのを数多

く見て きました。ですか ら，遺伝が影響する

とは思えないのです。

とは言って も， 誤解 しないで下 さい。確か

に大切な遺伝 もあ るか らです。それは しつけ

という遺伝です。子供 というのは，概 して自

分の両親か ら学ばない限 り，良い習慣 を身に

つけることはできないものです。言ってみれ

ば環境の遺伝 です。これは代々引 き継がれて

い くものなのです。」

さらに彼女は，「遺伝がないとすれば何です

か」とい う記者の問いにこう答えている。

「それは家庭です
。米国人の生活の悲劇は，

これほ ど家庭 が必要 とされているにもかかわ

らず，家庭 を大切 に考えないことか ら生 じて

います。悪い家庭か ら生 まれたもの を学校や

社会が改め ることはで きない とい うことを，

親は忘れてしまってい ます。子供 を育てるこ

とは親の第一 の務 めであることを忘れている

のです。今 日では，子供 の世話 をす るのにお

金 を出 して人を雇います。昔 はそ うではあ り

ませんでした。 どんなに使用 人を雇 う余裕が

あって も， 自分の子供は自分 の手 で育てたも

のです。親 としてまず忘れてなら・ないのは，

子供は総：じて親以上に飛び抜けて良くなるこ

とはない とい うことです。親がけんかをした
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り，ふしだらなことをした りしていれば，子

供が親 と同 じような道 を歩んでも不思議 では

あ りません。」

子供 の育て方についていろいろな角度か ら

話し合 った中で，忍耐 を要する適切 な仕事 を

与えることの大切 さについて も語 っていた。

記者は質問 した。「ところで，その適切な仕事

とは一体 どうい うものですか。」

彼女は，答えた。「つまり仕事 それ自体が良

いものでなければな らない と言うことです」

さらに記者 は尋ねた、。「それではお金のために

働 くことは間違 っているので しょうか。」

彼女 は答えた。「そうです 。子供にお金のた

めに働 くこ とを教えるのは，世間で言 う成功

こそが最 も尊い と教 えるようなものです。け

れ ども，そのよ うな成功は幸福 とは何の関係

もありません。親 も学校 もそのように教 える

か ら，お金の有無で幸福か否か を測るような

時代になって.しまったのです。お金のために

生きているような人は決 して満足す ることは

あ りません。いつか自分はなぜ幸福でないの

か と考 える時が来 ると思います。それは，人

生の目的が間違 っているか らです。」

コンプ トン女史の話は私たちに親の もうひ

とつの大切な責任 を教えている。それは，子

供に彼らの人生におけ る目標 を立てさせ，そ

れに到達できるように彼らを助けることであ

る。特に，家庭で子供 と一緒にいることの多

い母親は，子供の日頃の生活に注意 を払 うこ

とによって大きな影響 を与えるこ とができる。

ところで，これは何 も女性が家庭での務め

から解放 されない とい うことではない し，教

育や教養，趣味に対する関心 を追求できない

とい う意味でもない。実際，家庭の仕事 を上

手に計画し， さらに知識 を深め，視野 を広め

ている女性は子供 を育 て，力付けるのに素晴

らしい成功 を収めている。私 たちの周 りには，

家庭の務め をよく果た し，なおその上に学習
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を続けている母親が大勢いる。

教会の女性 たちはそのような知識 を増すた

めの格好の場 を持っている。補助組織 特に

扶助協会にはこの 目的 を達成す るための様 々

なレッスンが用意されてお り，主のみ業 を推

進 しながら，家庭 の外での交わ りや経験 を得

られるようになっている。母親たちが霊的な

活動に参加 して，子供 たちに彼 らと天父の関

係 を， また天父が彼 らに何 を期待 しておられ

るか を教 えることによって，地域社会 も増々

強め られてい くのである。

デビッド・0・ マ ッケイ大管長は，母親に

向けて次の ように語っている。「幾百万の入々

の心 を動かすような偉大な書物や絵画 を創造

することのできる人は，賞賛 と賛同を得て し

かるべ きであろう。 しか し息子や娘たちを丈

夫で申 し分ないまでに育てることができる母

親 の影響力は，絵が色あせ，書物が絶版にな

ってか ら後 も，幾世代 にもわたって人の心 を

揺 り動かすであろう。そのような母親は， 人

が与えることのできる最高の栄誉 と神の選 り

す ぐりの祝福 を受けるに値す るのである。人

の霊に不滅の体 を与えるという崇高な務め を

果 たす ことにより，母親は人類への奉仕者 と

な り，創造主 ご自身 と共同の創造者 となるの

である。」(1〃ψ%o紹 耀 窺Eη 「インプルーブ

メン ト・エラ」1936年5月 号)

女性 には 自分の周 りにいる男性に影響を及

ぼす機会が沢山ある。 これは女性に とって大

きなチャレンジである。女性が徳 を堅 く大切

に守 り， 自己の信念に従って生活する時，女

性が男性に与える影響には計 り知れない もの

がある。時折，母親が夫にその義務 を果たす

ように励ますだけで家庭の清さは前 とはまっ

たく違 ったもの となる。それは時には困難 を

伴 う。 しか し，主に忠実である限 り，主の助

け を求めて行な うならば，必ず大 きな力 と慰

め を得 るはずである。



シビルの生き方
●

不活発 な夫 と20年 間結婚 生活 を送 ってい る

末 日聖徒 のあ る姉妹が学ん だこ と

ジ ー ン ・ハ ー ボ ー

ト ム と私， と言 ってもこれは仮名ですカ㍉
私たちは神殿で結婚 して20年 以上にな り

ます。けれども， トムは結婚 して数 カ月後か

ら教会に不活発にな りました。

私 は失意の どん底 に落ちたこともしば しば

で したが， ともか くも私 たちは危機 を乗 り越

えてここまでや ってきました。で も，今，私

は感謝 しています。

ふた りで神殿結婚 を計画 した時でさえ，私

は複雑な気持 ちで した。私は教会が真実 であ

ることを信 じていましたし，私に とって教会

は非常に大切 でした。ですか ら，神殿以外の

場所 での結婚 など考 えられませ んでした。私

は，主の道に沿った結婚 をすれば， トムもき

っと福音 に従 い，神権を尊ぶ ようになると思

ったのです。でも心の中では トムが まだ心か

ら主に従 っていないことを感 じていて，彼に

対す る愛に一抹の不安 を覚 えることが時々あ

りました。

その不安が現実 となったのです。神聖な神

殿の中でも，奇跡は起きませんでした。

結婚 当初か ら，私たちは一緒にひ ざまずい

て祈 るとい うことがあ りませんでした。時が

たつにつれ，夫 は何か と理由 をつけて集会 を

休んだ り，神権者の責任 を怠けた りす るよう

にな りました。私には，夫 と一緒に教会 を休

んで家にいることもつ らいことでしたが，か

といってひとりで出掛けたところでまた悲 し

い思いをするだけです。私は悩みました。人

生で最 も大切 な夫 と教会の両者が どうして両

立できないのか と思いました。私は強い証 を

持 っていました。福音に対す る思い も教会で

奉仕 したいという望み も決 して うや むや にで

きるものではありませんで した。 しか しその

時，私は夫が どんな気持ちでいたのか という

こ とを知 りませ んで したし，考 えもしません

でした。

トムは不活発な両親の もとで育ったため，

福音が生活に どんなに大切か ということを実

際に感 じたことがなか ったのです。その上，

私が 自分にとろて福音は大切 です と言 うので，

彼に とってはあま りおもしろ くなか ったので

しょう。彼は次第にふ さぎ込み，腹 を立てる

日が多 くな りました。教会に行 くことは，彼

に とっては私のわがままでしかなか ったので

す。彼に とって 日曜 日は，朝寝 をしたり，釣

りや ゴルフに行 った り，野良仕事に出掛けた

りする大切な 日で した。 しか し，私には日曜

日は神聖 な主の 日であり，神聖な義務 を果た

す聖 なる 日で した。そんなわけで夫が怒 って

出掛け ることもよくあり，そんな時，私はど

うしようもな くて泣きました。 トムからも主

か らも心が遠 く離れて しまったように感 じま

した。ふたり共，結婚 を後悔す る気持ちを抱
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き始めたので した。'

ある晩，結婚 して1年 半ほどたった頃，私

はまった く予期せぬ重大 な岐路に立 たされま

した。初めての子供 を宿 していた私 は， その

晩の初等協会の準備会にはあ まり出た くあ り

ませんでした。でも，出席 しました。そ して

その日受けた現職 コースのレッスンが素晴ら

しく，私に とって決 して忘れ られないもの と

なったのです。レッスンは，福音に従 うなら

ば主はその人の生活 を守 り導いて下さるとい

うテーマでした。序文に こう書かれていまし

た。「私たちがこの世にいるのは試され，自ら

のふさわしさを立証するためである。主は決

して安易な人生 を与 えては下 さらない。私た

ちは毎 日自分の下す決定によって試 しに合格

し，あるいは失敗す る。もし私たちがいかな

る反対に遭お うとも，正 しいことを選ぶなら

ば，主は私たちを助けて下 さる。シビルの話

はそのことを私 たちに教 えている。」

私は夢中でシビルの話に聞 き入 りました。

シビル と夫のフランクは長い間教会に不 活発

で した。話は，一番上の子が10歳 になった時

に起 こったあることが きっかけでシビルが教

会にもどったところか ら始 まっていました。

(私は， 自分 たち夫婦の場合，10年 も耐 えて

行けるだろうか と疑問に思いました)し かし

シビル と子供 たちが教会で成長す るにつれ，

それに反比例するかのごとく，夫はますます

反発するようにな りました。 シビルは神殿に

行 きたいと思 うのですが，フランクはますま

す意固地になってい くようでした。シビルは

離婚 とい う私 と同 じ不安 を抱 きました。 自分

もまた不活発になって，夫婦の危機 を解消 し

た方が よいのだろうか とも考 えました。

シビルの監督の答 えは，そのまま私への答

えでした。私はそれを耳に した時， 自分に変

わる勇気さえあれば，私 たちにもまだ希望が

残されていると思いました。

監督の話 では，夫の生活にはまだ福音がな
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いので私たちの気持ちを理解することができ

ないのだというこ とで した。監督 はこんな助

言をしていま した。「今は忍耐す るこ とです。

…… ご主人の良い点 をいつ も考え，あなたの

愛 と感謝の気持ちを述べ， ご主人を認めてい

ることを知 らせて，前のような良い関係 を取

りもどして下 さい。それか ら， 自分に とって

教会が必要なことを分かって もらうのです。

教会に行かせ てもらえるならばご主入が行か

な くて もとやか く言わないという.ことを， ご

主人 と了解 し合 うように して下 さい。そのほ

かあ らゆる点で， 自分で最良 と思 う妻になっ

て下さい。」(1)0η'彦αOSθ'勉DOO7「 ドアを

閉めないで」1959-60年 初 等協会現職 レッス

ン，pp.140，145-46)

この言葉は私の胸を強 く打ちました。「その

ほかあ らゆる点で， 自分で最良 と思 う妻にな

って下 さい。愛 と感謝の気持 ちを述べ，ご主

人を認めているこ とを知 らせて，前のような

良い関係 を取 りもどして下 さい。今は忍耐す

ることです。」

そして最後に監督はこう言いました。「主は

あなたに，教会に とどまって子供 たちに主 を

愛 し，主に従 うことを教 えてほしい と願 って

お られ ます。主はあなた と共にお られ ます。」

そう言 って，主の約束 を読んで くれました。

「わたしはあなたに命 じたではないか。強 く，

また雄々 しくあれ。あなたが どこへ行 くにも，

あなたの神，主が共にお られ るゆえ，恐れて

はならない，おののいてはならない。」(ヨ シ

ュア1：9)

こ うしてフランクは，それか ら6年 ほ どし

て，教会に再び活発になりました。それには

ふたつの理由が考 えられ ます。ひとつは，シビ

ルが監督の助言に従って，忍耐強 く愛 ある妻

となったことです。彼女は子供たちに，父親

を愛 し，敬 っよっに教 えました。もっひとつ

は，主が，フランクに とって何が一番大切 な

のか を考 えさせ るために，あるこ とを引き起



こし，フランクの注意 を喚起 して下 さったこ

とです。

シビルの物語 を聞 きなが ら，私は自分 のこ

とを振 り返 ってみ ました。自分 に悔 い改めな

ければな らない点が沢山あるのを認め ること

は容易ではあ りませ んで した。その上， 自分

に 「奇跡」が起こるのを6年 も待つなど想像

できないことです。けれ ども， とにか くその

監督の助言に従 うことにしました。す るとそ

れを契機に，夫婦の間が良 くな り始めたので

す。

私は今 も待 っています。忍耐 し，希望 を持

って待っていますが，なかなか容易ではあ り

ません。これまでに家族 としての多 くの祝福

を逃 して落胆 したこともしば しばありました。

トムは， 息子が生 まれたか ら祝福 したいとか，

バプテスマや確認の儀式を施 したいとか，神

権 を授けたい，灌油の儀式 をしてあげたいと

いうふ うには考 えて くれませ んで した。家庭

の夕べ を開いたこともあ りません し，家族の

祈 りもせず(ト ム を除いてならしていますが)，

食事の祝福 もした りしなか った りで，子供た

ち との福音についての話 し合いも私 と子供だ

け といったふ うで，私の満足のい くようには

な りませんでした。そんな トムも息子たちに

全然かまわないというわけでもないのです。

肩 を並べて畑仕事 をすることもあ りますが，

話を聞いてや った り，子供たちの出演する リ

サイタルやロー ドショーな どのプログラムを

見に行ったり，神権活動 を一緒にした りとい

うことはないのです。彼は子供の成長にとっ

て何が非常に大切 なのか をまだ理解 していな

いのです。

私は母親 として どうしてもこのような父親

の欠点が目についてきます。さらに妻 として

の苦痛 もないわけではあ りません。特に自分

が教師や副会長に召された時にそれを感 じる

ことがあ ります。 トムの助けはほ とん どあり

ませ んし，霊的な事柄 を心 と心で分かち合 う

こともあ りません。

それで も，私は教会で活動の中か ら多くの

祝福 を得 てきました。神権の慰め と祝福 にあ

ずかることもできます し，聖餐 を受けて主 と

の誓約 を新たにすることもできます。聖典 を

勉強 して精神 を高めるこ ともできます。また

扶助協会 を通 して無 限に成長す る機会に もあ

ずかっています。

信仰の篤い多くの姉妹 たち と知 り合 うこと

がで きました。その中にはシビルのように，

「ひ とりで」真の改宗 をし
，決 して揺ら ぐこ

とのない証を持ち続けている姉妹たちもいま

す。彼女たちの理解が これまでも私の大 きな

支 えとなってきました。彼女たちの友情が私

の人生の空洞を埋めて くれました。私たち夫

婦が親 しくしている友達の中には活発な会員

はほとんどいませんでした。それは，教会員

と親 しくする と自分 を改宗しようとするか ら

と言 って， トムがいやが ったからでした。そ

れでも主の答えは，教会の活動に活発に参加

するようにということでした。あの晩 シビル

の話 を聞けたように，祝福は， 自分のなすべ

きこ とをしていなければやって来 ません。そ

のために も一層綿密な計画 を立て，強い信仰

を持 ち，よ く祈 ることが必要 になってきます。

主の助けを得 るためには，何 よりも官分がし

っか りとした信仰 を持つ必要があると感 じま

した。

もうひとつの主の答 えは，モルモン経の中

でアルマが息子たちのために祈 ったように，

私に も トムのために熱心に断食して祈る責任

が あるとい うことでした。(モ ーサヤ27：14参

照)私 は今，主が天使 を遣わして トムに注意

して下 さるこ とはないか もしれないが， その

代 わ りに，天使 と同じ権能を持った僕たちが

この地上にいてその方法 を示 して下さるはず

だ と思っています6主 は私たちの祈 りにこた

える方法を示 して下 さいます。その先は， ト
'ム が 自由意志 を使

ってどう行なうかにかかっ
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ています。.

も し 「思 いもつかないこと」が起 こって，

トムが福音 を受け入れなか ったらどうなるで

しょう。再び，アルマはこう教 えてい ます。

アルマがある町の民を改宗に導けなかったた

めに悲 しみ沈んでいた時，同 じ天使が現われ

て，こう言ってアルマ を慰めました。

「アルマよ，汝はさいわいであ る。頭 を高

くあげて喜べ。汝は喜ぶ充分の理由がある。

なぜな らば，汝は始めて神の戒め を受けてか

らこのかた，忠実にその命令を守っているか

らである。」(ア ルマ8：15)

私 た ちも真心か ら忠実であったなら，悲 し

みに沈む必要はあ りません。 自分の連れ合 い

のこ とを嘆 き，いつ もふさいでいては，私た

ちはだれに も祝福 を与 えることはできません。

心 を惑わして悲観的になることなく，いつ も

明る くしているならば，主の助けを得て， 自

分の救いの道を歩み，周囲の人々に霊的な光

を投げかける力が具 えられ るはずです。・そう

す る時に，やがて救 い主 とまみ える場で，私

たちは最善 を尽 くしましたと喜んで報告する

ことがで きるのです。

もしもう一度や り直せ るとしたらあなたは

今の夫 を再び選びますか， と尋ねられたこと

があ ります。20年 前， もし私が歩む道 を知 っ

ていたならば，恐 らく別の道を選 んでいただ

ろうと思います。でも， この間に私は忍耐す

るこ とを学びました。シビルの生 き方を知 っ

て， トムに対す る私の愛は大 き くな りました。

今私は，一生をかけて待つだけの価値がある

良い人 と自分は結婚 したと心か ら思っていま

す。その信仰 こそ私に希望 を与えるものなの

です。そして福音に対す る愛 と夫への愛は，

今でも私の人生の最 も大切 な宝 として消える

ことのない光 を放 ち続けています。

真実の幸せ

主の戒め を守 る時に私たちは幸せになる。その ことを考 える と，私たちに

とって，戒めを守ることはそれほど難 しいことではない。互いに愛し合 い，

誠意 を尽 くし合 う夫婦 は幸せになる。そのことを考えると，愛 と誠意 を尽 く

し合 うことも難 しいこ とではない。 また，父母 を愛し，敬 う息子，娘は幸せ

になる。.そのことを考 えると，これ もまた難 しいことではない。隣人に正直

である人も幸せになる。什分の一 と捧げ物 を納め る人 も祝福 と幸せ を得 る。

このよっに挙げてゆ くと限 りがない。そこで私は，こう申し上げたい。幸せ

という名に値するもの，そ してこの世に存在する真実の幸せ はすべて，人が

知 っていようが知 っていまいが，神 の戒めに従 って生活す ることによって も

た ら さ れ る， と。 ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス
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私 はこれから非常に神聖なある馴 丙につい
てお話したいと思います。 このことを考

える時に，私の胸はいつ も感謝の気持ちで満

たされます。古代の予言者モロナイの問いに

関連 して，幾つかの経験を交えながらお話 を

したいと思います。モロナイは次のように問

うています。

「奇蹟の時代はすでに過 ぎ去 った と言える

か。

天使たちはもはや世の人に現 われない とい

うこ とが言えるか。神はす でに聖霊 の力 を人

々に与えることを止めた もうた と言えるか。

時が存在するか ぎり，大地があるか ぎり， ま

たは救 うべ き人が一人でも地上 にのこってい

るか ぎり，神は聖霊の力 を与えることを止め

たもうであろ うか。」(モ ロナイ7：35-36)

この古代の予言者は， これ らの問いに 自ら

次のように答 えています。

「よ く言ってお く
， そうではない。奇蹟は

信仰 によって行われ， また天使が現われて人

に導きと恵み とを伝えることもまた信仰 によ

るのである。それであるから， もしこの よう

なものが終ってすでに無い時が くるならば，

それは不信仰の結果であってすべては空 しい

か ら世の人はまこ とに禍である。

キリ系 トの御言葉によれば， キ リス トの御

名 を信ぜずに救いを得 る者はない。それであ

るから，私は以上述ざ た奇蹟，天使 の導 きと

恵みを与 えることなどがすでに無い時は信仰

もまた絶えたのであって，世の人は恐ろしい

有様，すなわちあたかも贈 いがないかの よう

な有様になる。」(モ ロナイ7：37-38)
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主 は この世で導 きと恵みを施 しておられた

時に，信 じる者には次の ような しるしが伴 う

と約束され ました。

「信 じる者には
， この ような しるしが伴 う。

すなわち，彼 らはわた しの名で悪霊 を追い出

し，新 しい言葉 を語 り，へびをつかむであろ

う。 また，毒 を飲んで も，決 して害 を受けな

い。病 人に手 をおけば，いや される。」(マ ル

コ16：17-18)

この ような奇跡は今 も昔 も地上におけ る主

の教会の証であり，私 たちもよく経験 してい

ることです。そればか りでな く，私たちの教

会ではむしろ当り前のことの ように見な され

てお り，大げさに語 られ ることはあ りません。

私たちは奇跡 を謙虚に， しか.もこの上な く敬

慶な気持 ちで受け入れるように しているか ら

です。

今朝，私は，その ような奇跡 とは異なる奇

跡，すなわち もっ と穏やかでいつ も私 たちの

身の回りにあ り，それでいて見落 しがちな奇

跡についてお話 したい と思います。

先 日の証会 で，私の友人が会社の同僚 と話

し合 ったことについて述べていました』彼は

その同僚 を活発な教会員で， いつ も教会に忠

実な会員だ と思っていました。 しか し会話の

中でその同僚が教会で人々を役職に召す時ど

・うも霊感に よって行なわれていないような気

がす ると言 うの を聞いたのでした。いいかげ

んに召 しているよ うで， とても霊感が働いて

いるようには思えない と言 うのです。それが

自分ではふさわしくないと思 っているのに責

任に召されたことなのか，あるいは召された



人が気にい らなかったのか， それ とも不適格

と思っていた人が召 されてそう思 ったか分か

りませ ん。教会の召 しをしぶ しぶ受けて責任

を果たさない人を見て，そ う言ったのか もし

れません。しか し，私はその友人と皆 さんに，

教義 と聖約か ら聖句を引用 したいと思 います。

主は次のよ うに述べてお られます。

「われ命 を下すに人これに従わずば
，われ

我約束 を取消 し祝福 を与えず。

その時，人々心の中に言わん。こは主の御

業にあらず，主の約束果されざればなりと。

されどか くの如 き人は禍な るかな。その報い

は地の下に潜み，天 よりの報 いあらざればな

り。」(教i義 と聖約58：32-33)

今 にわかりますよ

ここで，教会の責任 に召された人がその召

しにこたえる時にどのような奇跡が起 こるか

について考 えてみ たい と思 います。教会で指

名 されて召 しを受け る過程 と，召 しにこたえ

る時に受ける証，それはいつ も私 を謙遜 に し

て くれる奇跡です。 しか しその召 しに霊感が

働いていない という忠告は，私たちが真剣に

考えなければならない ことです。

何年 も前のことですが，私 はある非常 に大

切 な教訓を学 びました。確かハ ロル ド・B・

リー大管長に2度 目にお会いした時のこ とだ

ったと思い ます。私はステー キ部高等評議員

という責任をいただいていました。ある時，

高等評議員会でステー キ部長か ら指導者 とし

てひとりの兄弟の名前が提案 されました。私

は当時セ ミナ リー教師 をしていて，同 じセ ミ

ナ リー教師のレオン ・ス トロング兄弟からそ

の兄弟のこ とにつ いて1，2度 話 を聞いてい

ました。彼は実に有能で，奥 さんのことが障

害になって才能 を発揮で きない ということは

もったいないと話 していたのでした。奥 さん

は意地悪 とでも言える性格の持 ち主で した。

そのことが問題の根底に冷りました。

ステーキ部長.がその兄弟 を管理役員に推薦

し，賛成の挙手 を.求めた時，ふた りが反対 し

ました。ふた り.だけ というのがむ しろ不思議

な くらいです。ステーキ・部長はこの召しにつ

いて数分話 してから， とにか く話 を進めたい

と思 うと言い，この召 しについては 自分を支

持 して欲 しいと言い ました。そこで状況は一

変 しました。

その時，私は， これはステーキ部長 を支持

す るか どうかの問題であり，この神権者が職

に就 くか否か ということとは関係ないと思い

ました。そこで再び賛成の挙手 を求め られた

時，私 とス トロング兄弟は，ほかの10人 のス

テーキ部高等評議員 と共に賛成の意 を表明し，

その兄弟の召 しは承認 され ました。

それから1，2カ 月後にステーキ部大会が

開かれ，十二使徒評議員のハ ロル ド・B・ リ.

一長老の管理の下に
.任 命が行なわれること

にな りました。そこで私たちは大会後，任命

を行な うためにステーキ部センターに集まり

ました。 リー長老 ば監督1名 ，副監督2名 ，

その他数人を任命 しました。次いで例の兄弟 ≧

が呼ばれ，十二使徒評議貝会会貝によ り任命

されることにな りました。ス トロング兄弟は

隣に座 っている私 をひ じでつつき，笑みを漂

11



ボ イ ド ・K・ バ ツカ ー

わせた顔を私に近づけてこう言いました。「バ

ッカー兄弟，この教会が啓示によって運営 さ

れているかどうかが，今 に分か ります よ。」

リー長老はその兄弟の頭に両手 を置 き，い

つ もの任命の言葉 を言い始めましたが，一瞬

言葉が途切れ ました。それか ら，次のような

意味のことを告げました。「この場で他の人々

に宣言されたと同様 に，活動や生活，職業の

面であなたには数々の祝福が与 えられるでし

ょう。 しか し， そのほかに今あなたに特別 な

祝福 を与 えます。」そしてこの兄弟は祝福 を受

けた者の中でも最 も長 く， しかも最 も示唆に

富んだ祝福を受けたので した。それは，彼に

対するとい うよりも彼の妻に対す る祝福で し

た。実に興味深い光景 でした。

私は会が終わるとす ぐに リー兄弟の ところ

へ行 き，「任命する前からあの兄弟を御存 じで

したか」 と尋ねました。

「いいえ
，存 じません。この部屋に来て初

めてお目にかかった方だと思います」 とい う

返事 でした。

そこで私は リー長老に言いました。「彼は特

別 な祝福 を受けたようですが。」

「はい
，私 もその ように感 じました。」リー

長老はこの ように答 えました。

後 でステーキ部長か ら次のような説明があ

りました。「リー長老にこの度 のことをお話 し

て，特別 な祝福が必要な人がいることを言 う

つ もりでいたのですが，忙 しくてその時間が

あ りませんで した。」ス トロング兄弟の言った

通 りでした。こうしてその日，私たちはこの

教会が啓示に よって導かれていることを知っ

たのでした。

伝道の召 しの奇跡

教会が順調に発展す るにつれ，十二使徒評

議員会の兄弟たちは，ステーキ部の組織や改

組で，世 界各地のステーキ部で開かれる大会

にほ とん ど休みな く出席 しなければならな く

な りました。それはいつ も霊感に満ちた興味

深い経験です。訪問の割 り当ては私が希望 し

たのでも，求めたのでもな く， そこにはいつ

も啓示の原則が働いてい ます。

世 界の どこへ でも，土曜 日の午後には到着

しなければならないこ とを考えてみて下 さい。

時には飛行機が遅れ，集会が変更 されること

12



もあ ります。 しか しそれでも翌朝には新 しい

指導者 を召さなければなりません。 しか も，

まだ一度 も会 ったことのない人を。時には言

語の壁があることもあ ります。 もし私 たちが

それ を人間の方法です るならば，履歴書や身

上書が必要 であ り，面接 を繰 り返 し，身元調

査 を行 ない，知人や隣 人と会 う必要が あるか

もしれませ ん。 しか し，実際にはそのような

こ とをしません。 それは不可能なことです。

時間がないか らです。世界は広 く，ステーキ

部 も多く，訪問先は沢山あ ります。主 にすべ

てをゆだね，簡潔に問いかけ，直接に しか も

明確な誤 りのない答えを得 られる とい うこと

は驚 くべ きことです。私はそのこ とを思 う度

にいつ も謙遜にな ります。教会員の召 しと解

任の手続 き， これはひ とつの奇跡 です。

はつ らつ として生気がみなぎり，人生に対

する希望で胸を膨 らませた若者， しか も物質

的なことに興味 を示 してしか るべ き年齢の青

年が，進んで伝道の召 しを受け， 自費で， 自

分の人生の2年 間を捧 げて福音 を宣べ伝 える。

何 と驚 くべ き信仰 でしょうか。これが奇跡で

なくて何でしょうか。確かにこれは奇跡です。

そのような若者が教会には25，000人 以上 もい

るのです。

私がニュ.一イングラン ド伝道部 を管理 して

いた頃，伝道本部か ら3，200キ ロ離れた所に

ふた りの宣教師が働いてい ました。ある 日，

私はふ と考えました。「何 と素晴 らしいこ とだ

ろう。 ごく普通の平凡な十代の青年 を，伝道

に召 し，任命 し，同じ年代の同僚 と共に， 自

分で蓄えた何が しかの生活費を持 たせ てどこ

かへ行かせ る。デー トもしてはな らない。た

だ 自分のすべての時間 を伝道活動 に捧げなさ

い という厳 しい宣教師の規則を与えて送 り出

す。」また，宣教師が自動車 を使 うこともあり

ます。その ことをどうか と思 う人がいるかも

しれませんが，心配はまった くあ りませんg

大 丈夫なことは現実が示 しています。

た とえ3，200キ ロ離れた所にいても信頼で

きるのは，彼 らが これは自分たちの教会で，

キリス トが 自分 たちの主であることを知って

いたか らです。また教会の支持の過程，すな

わち召 しに関する啓示の原則がこの教会の生

活の運営原則であることを知っていたか らで

す。

自分の欲望 を捨て，仕事 を中断 し，政治活

動 をやめ， しば しば会社の役職や退職金 を投

げ出 して，物質的には何の見返 りもな く，た

だ伝道部を管理す るということだけで，何の

疑い も抱かずに どこへ でも行 く。一体何が人

をそ りさせ るのでしょりか。

数年前，西 ヨー ロッパの幾つかの伝道部セ

担 当していた時，次のようなこ とがあ りまし

た。ち ょうどある国の言語 に堪能な伝道部長

が必要 にな りました。数人の名前があが りま

したが，適 当だ と思われ る人はだれもいませ

んでした。その時，ひ とりの教会幹部が以前

に会ったある人物の ことを思い出しました。

確か数年前に韓国で会った人だった と思いま

す。その人は税関で働 いていました。その人

の名前が出された時，みたまによる確認があ

りました。時間が迫っていたこともあって，

彼は電話で伝道部長に召されました。それか
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ら数週間後に私 は彼の もと巻訪れ ました。彼

はワシン トンD.C.に 住.んでいました。す で

に担当部門で高い地位にあ り， いつか はその

部門の総責任者になるだろ うと目されていま

した。さらに彼の上司か ら， 自分は健康上 の

理由で近々退職す るので彼を後継者 として推

薦するつもりであるとの話 もあ りました。召

しの電話を受けたのは，ち ょうどその時のこ

とで した。

彼のことをよ く知 りたい と思っていた私は，

彼の招待に応 じて彼の家に一泊することに し

ました。その時，彼は私に上司か らの手紙 を

見せて くれ ました。それには次のように書か

れていました。「君の教会のパ ッカー兄弟 とや

らに，君は伝道に出ないことをお話な さい。

私たちはこれまで30年 間君 と一緒に働いてき

たが，君はまだ私 を改宗 していない。彼らは

大きな間違 いを犯そ うとしている。それに君

までも同じ間違 いを犯そ うとしている。あき

れた人 としか言いようがない。.……退職後の

快適な生活をあきらめ，これまで長年働いて

きたことを無に してまでも，なぜ，どうして

そんなことをするのかね。」

答えは簡単明僚，召されたかちです。この

教会では，召しに対す る応 えは召 しを与える

人の証ではな く，召 しを受 け る人の証に よる

のです。

この出来事に関係 して興味深いことが起こ

りました。私たちが捜 していたのはフランス

語 を話せ る人で した。 ところが彼が着任 して

から，スペインにいる教会員たちの問題が生

じ，その時初めて彼がスペ イン語 を書 くこと

14

も話す ことも上手にできることが分か ったの

です。 もし私たちがフランス語 とスペ イン語

が話せて， しか も外交経験があ り，ことに税

関業務に詳 しい人を教会の中で捜 していたら，

世界中を捜 して も恐 らく見付け られなかった

ことでしょう。それが，数年前に韓国でフラ

ンス語 を話す人に会ったという教会幹部の「ふ

とした」記憶によって彼 を見いだすこ とがで

きたのです。

みた まの勧 め

教会 の召 しに伴 って もた らされることが3

つ あると私 は思います。第一は， しば しばみ

たまの勧めがあって備えられるといっことで

す。週末に新 しいステーキ部長 を召す時，私

たちはよ くこう尋ね ます。「ステーキ部長，こ

の召 しのことはいつ知 りましたか。」私が言わ.

な くて も彼にこの召しが知 らされていること

を私はよ く知 っているからです。す ると彼は

自分が味わ った神聖 な経験につ いて話 して く

れます。ここではそのこ とにつ いて詳 しく語

るのを控 えますが， とにか くその召 しに対 し

て備 えをす るこ とができたのです。

試 し

第二に，召 しに関連 してよ くあるのが試 し

です。それは学校で受ける試験の ような もの

で，召 しを受ける人の気持 ち次第で落第す る

こともあ ります。

数年前，私は海外か ら帰 国する軍人を出迎

えた時，軍隊にいた青年時代のこと、を思い出

しました。私は故郷 を離れて，4年 間も従軍



ひ

していました。点数制が敷かれていて，海外

滞在の月数や，実戦の回数 ごとに点数が与 え

られ，得点の高い者か ら帰国が許 され ました。

もちろん帰国す る者 は多 く，輸送船はいつ

も一杯 の入で，私たちの最大の関心事は掲示

板の点数 を数えることだけでした。頑張れば

いつか点数 に達 して，船に乗って我が家に帰

れるのです。ある日掲示板の点数か ら，や っ

と自分 も帰国で きることが分かって主 に感謝

しました。

ところが，私は上官に呼ばれ，大阪へ行 っ

て欲 しい，そ してそこで私 を将校に任命 した

いと言われ ました。私は感情 をぶちまけまし

た。 それは軍法会議にかけ られてもおか しく

ない口のきき方で した。また，聖典の言葉 も

引用 したように思います。上官は忍耐強 く私

の話 を聴き，話が終わるの を待ってこう言い

ました。「確かに，その通 りだ，パ ッカー君。

しか し君に行って もらうよ。」こうして私は大

阪に転属になりました。

その 日の午後，私 は任務 を受けた仲間たち

とC-47に 搭 乗 しました。私は席に着 きなが

ら，1，2週 間で済む任務 ではあるまい， ま

だ何 ヵ月もかかることだろうと，顔 をしかめ

て愚痴 をこぼ しました。 「一体 どうしてで す

か」 と主に抗議 しました。ただ家へ帰 りたい

一心で した
。そのために祈 り， そのために我

慢 もし，努力してきたのです。それがやっと

自分の帰 る番になったと思 った矢先に，今度

の任務です。

しか しどうしてかよ く覚 えていませんが，

す ぐに私は落 ち着 きを取 りもどしました。今

考えてみると，その時主が祈 りに答えて下さ

ったのだ と思い ます。その時の経験，そして

その後数 ヵ月間の出来事か ら，私は現在の召

しに対する備 えとして大切 な教訓 を学んだの

で した。私は遠い将来を見通すことはできま

せ んで した。 しか し，私たちは試練に遭 うこ

とによって，主の望んでお られる事柄に対す

る備 えをす るこ とがで ぎるのです。

支持す る力

さて，穏やか な奇跡に伴 う第三は，任命 を

受ける時に，力 と霊感 を授か り， この教会の

役職 に召 された人がその責任 を果たせ るよう

に支持する力 を受けるということです。主は

ご自分のこ とをよ く知ってお られ， こう述べ

てお られ ます。「わが思いは，あなたがたの思

いとは異な り， わが道は， あなたがたの道 と

は異なっている。」(イ ザヤ55：8)主 が私 た

ちに経験 を与 えられ る時，私たちは心の中で

不平 を言 うことがあ ります。疑いの気持 ちを

抱 くこともあ ります。 しか し，そこに奇跡が

あ ります。

クラー ク副管長は次の ように述べています。

「この教会では
，人は職 を求めることも辞退

することもな く，召 された職に就 く。」(Coη 一

彦彫η6θRのoγ'「大会報告」1950年10月)

信 仰箇条にはこう記されています。「われら

は，福音 を宣べ，且つその儀式 を執 り行 うた

めには，啓示 と，権威ある者の按手により，

神によって其任 に召されねばならぬことを信

ず。」つ まり，権威ある者によって召 されるか

もしれないとか，'ときどき召されることがあ
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るとい うのではなく，召され なければならな

いということです。

しか し，世の人々はこのことを理解 してい

ません。教会員でも理解 していない人がいま

す。いいかげんに召 しているようだ と言 う人

は，正 しいみたまの導 きを受けていない人で

す。聖句に次のようにあります。「生 れなが ら

の人は，神の御霊の賜物 を受けいれない。 そ

れは彼には愚かなものだからである。 また，

御霊 によって判断されるべ きであるから，彼

はそれを理解することがで きない」(1コ リン

ト2：14)ま た この ように神聖 な事柄につい

て批判や皮肉や嘲笑がある時には決 まっ.てそ

こには不従順な気持 ちがあることを私は知 っ

ています。皆さん，是非次の言葉 を心に留め

て下 さい。

「われ命 を下すに人これに従わずば
，われ

我約束を取消 し祝福 を与 えず。

その時，人々心の中に言わん。こは主の御

業にあらず，主の約束果 されざればな りと。」

(教義 と聖約58：32-33)

サ モアのステーキ部 を組織 した時のことで

す。面接 を受けに来たサ モアの兄弟たちは皆

素晴らしい人々でした。その中に白いワイシ

ャツにネクタイを締め，腰にはラバ ラバ をま

とったはだしの支部長がいました。私は彼に，

ステーキ部を組織するためにステー キ部長 と

なる兄弟 を捜 してい ますが，だれが適任 と思

いますか と尋ねました。.すると彼はこう答え

ました。「ええ，知っています。私 もそのこと

について祈 りました。そして， みたまの声に

よって， イオナ監督が私たちの新 しいステー
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キ部長になる方であ ることを知 りました。」

彼の言 う通 りで した。 しか し私は彼に 口外

され るのを懸念 して，ほかにいませんか と尋

ねました。

す ると「ほかにはいません，彼だけです」と

彼は答えました。そこで私はこう言いました。

「もし彼が適 当でなかった り，任命される見込

みが ない としたらどうですか。ほかにだれか

いませんか。」彼は しば らくその ままの姿勢で

私 を見詰めてか ら言いました。「パッカー兄弟，

あなたは私にみたまの証に逆 らえとおっしゃ

るのでしょうか。」この素晴 らしい兄弟はみた

まを受けてい ました。私 たちは皆みたまを受

けることが できます。そ.してだれで も自分に与

えられた召しにこたえることができるのです。

兄弟姉妹の皆 さんに申 し上げます。この教

会は神の予言者 によって導かれています。そ.

して啓示の原則が実際に働いています。私た

ちは毎週世界各地 を訪れて，その経験 を得て

います。その ことについてあ まり多 くを語 り

ませ んが， これ も奇跡のひとつ，す なわち，

信 じる者に伴 うしるしです。私 たちがみたま

の支持す る力 を心か ら感謝す る気持 ちをもて

ます よ.うに。

イエスは生 きてお られ ます。イエスはキ・リ

ス トです。私はイエスの ことを証 します。大

勢の人が， イエスは天のかなたか らい くば く

かの影響 を及ぼす御方だ と教えていますが，

しか しイエス ・キ リス トは神の御子であ り，

御父の生みたまい し独 り子です。そして この

地上の僕 たちの前にはっきりとそのみ姿 を現

わされたのです。
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質疑応答

うか と心配 します し,心 配が的中することも

あります。 自分のワー ド部で組織 を背負って

働いて下 さる方々のことが思い出されます。

そのひとりに,祭 司定員会 ア ドバイザーが い

ます。私 たちは今 まで彼に,集 会に出て下 さ

いと,こ ちらか ら催促 したことは一度 もあ り

ませ ん。集会のあることを知れば彼は必ず出

席 します。彼の召 しに関係 した集会が沢山あ

るに もかかわらず絶対欠席しません。 また,

いつ でも喜んで手伝い,2マ イル行 く精神で

助けて下 さっています。

そのほかに も,教 会員はワー ド部 に欠かせ

ない様々な活動,た とえば神殿の仕事,ワ ー ド

部の掃除会,親 睦会,集 会への出席 など多 く

のこ とができます。今,私 たちはレクリエー

ション･ホ ールのペ ンキの塗 り替えをしてい

ますが,手 伝 いに来 ます よと日曜 日に約束 し

て下 さった方々が当日姿 を見せ ない と,少 し

がっか りします。でも,先 週 も来て,今 週 も

来て,来 週 も,そ の また次もきっと来て くれ

るとい う人々を見ると,と て もうれ しくな り

ます。そういう人々はいつ でも楽 しそうに働

いて下さるのです。

ほかに非常にあ りがたいのは,定 員会や補

助組織の指導者が監督の決定を喜んで支持 し,

ワー ド部全体のことをまず第一に考 えて くれ

ることです。人は自分に任せ られている自分

の組織の ことが一番先に来て当然ですか ら,

is

意 に添わない決定 を心から受け入れて,そ の

ことのために働 くにはかなりのものが要求さ

れます。

個人的なことでは,私 たちのワー ド部の監

督は,会 員か ら伝道中の子息の ことを尋ね ら

れるのが とてもうれ しそ うです。親元を離れ

て伝道す るのが どういうことか知 って,そ れ

を感謝 してもらえることは,監 督に とってな

によ りなのでしょう。 もうひ とつ彼に とって

うれ しいのは,プ ログラムはこうす るともっ

と良 くなるとか,聖 餐会の こうい うところが

よいとか,教 会員からワー ド部のことを考 え

ている様子が うかがわれる時です。

私たちは,批 判や うわざ話をしてワー ド部

の指導者 を悪 く言 うことを慎むことでも,監

督 を支持できます。監督は,陰 口でワー ド部

の力 をそ ぐよりは,筋 の通った苦情 を直接 自

分に持 ってきて欲 しい と思っているはずです。

監督 と一緒に働 くことは,す べての会員に

とって素晴らしい経験です。私は自分のワー

ド部の監督が立派な方であることをよく知 っ

てい ます し,尊 敬 しています。 しか し,そ れ

以上に,私 は彼 を友達 のように感 じています。

監督の仕事の量 を見,彼 がワー ド部の仕事に

費やす時間の多さを知 ると,で きる限 りのこ

とをして彼の荷 を軽 くしてあげたい と,切 に

思 うのです。
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先祖の神

「モ ルモンについて知るにはどうした らよ

いか しら。」私はモルモンの知人にこ う

尋ねました。

「図書館に行 った らどうですか」 というの

が，彼の返事で した。

それで私は言われた通 りに，近 くの図書館

に行 き， ジョセブ ・F・ ス ミス…著の 「福音 の

教義」 という本 を借 りました。

正直言って，私はその本をそれほ ど読みた

いとは思いませ んでした。でも，図書館には

モルモンについての本がほ とん どなかったの

で，やむを得ずその本を借 りたのでした。私

はイエス・キ リス トの教え自体 に迷 っていて，

とて も別のことを知 ろうな どという興味はあ

りませんでした。私はユ ダヤ人でした し，キ

リス ト教徒は私に とって何 とも不可解 な存在

で しかなか ったのです。例えば，キ リス ト教

徒はイエスは平和 と愛の神であると公言しな

がら，2，000年 間 イエスのみ名に よって，憎

悪 と破壊 と流血 とい う悪行の限 りを尽 くして

きました。もしもキ リス トが本当に愛 と正義

と善のひな型であ ったな らば，なぜ キ リス

トの教える原則がキ リス ト教の真髄にならな

かったのでしょうか。キ リス トを礼拝するこ

とによって，人類の兄弟愛が深 まらず，かえ

って人々が互いに，憎み合 うようになったの

はなぜで しょうか。噛

私が 『福音の教義』 を読 もうと思 ったのは，

霊的なものを期待 したか らではなく，ただ知

的な好奇心が湧き， モルモンのことを知 りた

かったか らでした。

そういうわけで私 はその本を読み始めまし

た。ところが一読 した瞬間か ら，私は神の存

在を身近に感 じたので した。この本では，私

の先祖の神，すなわちアブラハム，イサ ク，

ヤコブの神は触知で きる実在の御方であると
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説かれていたのです。私はす ぐに分かりまし

た。知 と情の両方ではっきりと確信 したので

す。 「これこそ真 理だわ。愛 と平和 だわ。や

っと見付けたわ。」 まるで私の生 命に強い光

が射 し込んで体 中を照 らし出されたような気

分で した。いや，私 だけでなく，宇宙全体が，

神が生 きてお られ，子供たちの一入一人を深

く気遣 ってお られるとい う喜びで満 ちている

ような気がしました。

私 はこの 『福音の教義』の一部 を読んだだ

けで，神に近づ くためにはこの真理 を学んで

それに従 うしかない と思いました。

で も， どうすれば もっと知 ることがで きる

のか しら。考 えられる方法 は，著者が引用 し

ている本 を読んでみることです。 しか し 『イ

ンプルーブ メン ト・エラ』や 『大 会報告』，

『ジュー ビニル ・インス トラクター』，『デゼ

レト・ウィー クリー ・ニューズ』，特に 『教義

と聖約』 という本は どこにあるので しょうか。

その時ふ と心の中にこの辺 りにもモルモン

教会があるはずだ，そこの人に聞けば分かる

に違いない とい う考 えが浮かびました。電話

帳の黄色いペー ジか ら 「教会」のところをめ

くり，末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会が私の

自宅から車で20分 程の所 にあることを知 りま

した。

その時，私はすでに結婚 していたので，夫

に頼んでモルモン教会に連れて行 ってもらい

ました。教会堂の玄関に，十字架がかか って

いることだろ うと考 えたことを今 でもよ く覚

えています。中に入 り，教会堂が温かい親切

そ うな人たちで一杯なの を見た時，本当にう

れ しい気持 ちにな りました。 日曜学校の礼拝

では，長い旅行 からや っと家に帰 ってきたよ

うな気が しました。

礼拝行事の後， クラスがあることを知 らさ

ぜ



先祖の神

れ，私たち夫婦は，後で知ったのですが，求

道者 クラスの部屋 に案内されました。その 日

のレッスンは教会の組織につ いてで した。話

が監督の職務の ことになった時，恐 らく私た

ち夫婦のことを考 えて言って下 さったのだ と

思いますが，監督 とはラビのような人だと教

師の方が説明しました。その後で教師が私た

ちに集会所 を案内して下 さったので，私はこ

う申し上げ ました。「失礼 とは思 いましたが，

あなたの教会の監督はラビとは まった く違 い

ます。ラビはただの教 師ですが，監督 は神 の

権能 をお持 ちです。」

私は，自分の 口から出たその言葉に驚いて

しまいました。で も，それはほんの手始めに

過 ぎませ んで した。自分自身いつその ような

ことを知 ったのか見当がつ きませ んで した。

確かに 「福音の教義」は読んでいましたが，

わずか2日 間の読書で，543ペ ー ジ(英 文)も

の新 しい思想や概念を吸収できるはずはあ り

ません。後 日，知識を理解に変 えるには心の

奥底で感 じること，すなわちみたまの確認が

必要 であることを知 りました。

その 日は断食証会 とい う集会があ りました

が，私たちはそれには出席 しませ んでした。

今思 うと，知恵 と愛をお持 ちの主が帰 るよう

に導いて下 さったのだと思います。主は，私

が まだイェスをキリス トとして受け入れるに

は早過 ぎることを知 っておられたのです。私

は証会には出席 しませんでしたが，それでも，

「福音の教義」の中で読んだこ とと， この教

会に来て知 ったことが， 自分の長い間捜 して

いた ものであることをはっきりと知.ることが

できました。そして，いいかげんな好奇心や

珍 しさか らではな く，何か よく分か りません

が人生の本質みたいなものを知 るためにはこ

の教会へ もどって来なければならないと感 じた

ので した。

その最初 の日曜日，私はなん とも説明しが

たい複雑な気持 ちで教会 を後にしました。な

んとかそれに近い言葉 で言い表 わす とすれば，

神か らほほえみかけ られ， その温かい笑顔に

包み込 まれているような気持ちでした。私は，.

教 会から 『モルモ ン経』，，『奇 しきみわざ』，

『大背教』
，『基督 イエス』，『教義 と聖約』な

ど，数冊の本 とパンフレットを持って帰 りま

した。

『大背教』 という本の中に 「諸事実 を公平

無私に理解 してゆ くために，そこから正 しい

真実の結論 を引 き出すことを忘れなければな

らない」 と記されていました。

その通 りです。それまで私はその著者の言

葉が，ほかのキ リス ト教徒 の著書 と同じよう

に一方的で偏見に満ちたものだ と思っていま

した。 とい うのはイエスについて書かれた書

物はほ とん どと言ってよいほど，忠実に裏付

けられたものではな く，キ リス ト教徒のあ と

知恵に基づ く見解に よって書かれていたか ら

です。

私は素直に受け入れることができませ んで

した。す ぐにでも， これまで見聞きした もの

の一切 を捨て て しまお うと も思 い ました。

しか し，清 らかな愛が心に感 じられ， そう簡

単には無視できな くな りました。それで，私

は気乗 りの しないままに，本 を読み続けまし

た。する と2，3段 落程読んだ時でしょうか。

私はまった く突然に，人類の罪 を引 き受ける

ために地上に来たイエス というひとりの人間

に対する著者の大 きく深 い愛を心に感 じたの

です。なお も読んでゆ くにつれ，私は，救 い

主を愛する著者の愛に強 く胸 を打たれ，イエ

スが キリス トであることをはっきりと受け入

9れ られるようにな りま.した
。その時私 は贈 い

21



先祖の神

主に対する深い愛を感 じ目に涙がに じんで き

たのでした。

しか し，その喜 びは同時に苦 しみで もあ り

ました。それは， これまで一番苦 しかった時

でさえも経験しなか ったような苦 しみでした。

そして，私は間違いな く，末 日聖徒 イエス ・

キリス ト教会が神の まことの教会であ り，そこ

にこそこの地上の人間が神から賜わったすべ

ての真理 と教えがあるこ とをはっ きり知 った

のです。 しか し一種の甘 えから，この教会の

会員になる として も自分の宗教の基本的な教

えを捨てる必要 もないだろうと考えたのです。

ユダヤ教の中の真理や正義，道徳的，霊的に

良いものは，モルモン教会の教 えでもちゃん

と生きていました。

で も， それで よいもの で しょうか。 私 は

そのことを深 く考 えてみました。考 えている

だけで どうしてモルモンになれるとい うので

しょう。私 の祖 父母やお じ，おば，いとこも

第二次世界大戦のユダヤ人大虐殺で死んでい

ます。彼 らの死，そのほか600万 のユダヤ人

の死はむだだったのでしょうか。私が もしこ

こで，イエスはキ リス トです と公衆の面前で

告 白すれば，事実上，彼 らの死はむだ骨でし

たと宣言することにな りはしないで しょうか。

過去何世紀にもわたって，ユダヤ人は自分た

ちの信仰 を曲げないか らという理由で，激 し

い迫害 と恥辱 を受けてきました。拷門を受け，

焼 き殺され，皮を剥がれ，法律の保護 もな く

国から国，町か ら町へ追われ ました。 このよ

うな行為はすべて，イエス ・キ リス トに仕 え

ると主張する人たちによって，引き起 こされ

てきたのです。

異国の，残忍な人々の中にあってユ ダヤ人

たちをひとつに結んできた信仰，その信仰の

基を，そして同胞 たちを， どうして見捨てた
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り，否定 した りできるで しょうか。

私は家族や 自分の先祖 との思い出をいつ も

心の中で大切に育んできました。ユダヤ教 も

大切 に しました。しか し私 はすべての愛の源

が何であるか を知 り， しか もそれを完全に享

受するためには， モルモンになる以外にない

ことを知 ったのですbそ れでも私 は先祖の信

仰 を否定することがで きませんでした。ユ ダ

ヤ人が彼 らな りに彼 らの神 に仕えてきたこと

を， どうしても否定することができませんで

した。

そのような葛藤に悶え苦 しむ私 の心 に突然

光が射 し，ひ とつの声が響いて きました。私

は柔 らかな光に包まれ，ほかには何 も見 えま

せ んで した。ただ私は光の中に立ち，声 を聞

いているだけでした。 自分の思いが イエスに

通 じているように感 じ，私はどうした ら大 き

なジレンマから抜け出ることができますか と

イエスに尋ねました。

そして私は知 ったのです。イエスはご自分

が旧約聖書のエ ホバであ り，先祖 をエジプ ト

から導 き出した御方であ り，「私たちの先祖の

神」であることを直接に教えて下さったので

す。私たちは再び家族全員に会 えることも知

りました。私が尋ねると，イエスは優 しく，

親切に答えて下 さいました』どのようなこと

で も分か りやす く， そして易し く説明 して下

さいました。

イエスはほかの問題について も述べ，私の

心に語 り掛けて下さいました。私たちに教え

たい と思っておられる偉大な事柄のしるしに

ついて もいろいろと説明して下 さいました。

主は私がはっきりと理解 できる言葉 と観念 を

用いて，簡潔明瞭にしかも麗 しく説いて下 さ

いました。何 と深い愛で，私の悩み と疑惑 を

解いて下さったことでしょう。

1



次の 日曜日，今度は私 ひとりで教会に行 き

ました。主のまことの教会の会員になること

以上に重要なことはない と心に決めていまし

た。私はできるだけ多 くのことを学ぼ うと思

いました。主は私が読んだ一つ一つの ことに

ついて私の心 を開いて下さい ました。当時私

はキリス トの光や聖霊の存在について何も知

りませんでした。 しか し自分がすっか り変わ

って きたのが手に取るように分か りました。

私は何年 もの長 い間，絶望の暗闇を歩いて

きて， その時やっ と， それまで知 らなかった

光 と何か温か いもの を感 じたのでした。た と

え， 自分の生活がこれまで以上に厳 しい立場

に置かれた として も，心の持 ち方，考 え方そ

して応 じ方は以前 とは まった く違 った ものに

なっているはずです。以前は失望 しかなかつ

たところに希望が生 まれ，恐れ しかなかった

ところに勇気が湧いてくるのを感 じました。そ

して苦悩があった ところに喜 びが，混乱 と混

沌 しかなか った ところに平安が訪 れました。

ある日，教義 と聖約の第50章 を読んでいて，

その6節 に目が留 まりました。「されど人に欺

く者や偽善者たちは禍なるかな。そは，われ

彼 らを引 き出して審かん と主言いたまえばな

り。」

私は考えました。 自分は偽善者ではないだ

ろうか。心 と精神 を尽 くして，真剣に真心か

ら末 日聖徒 にな りたい と望んでいるだろうか。

自分の利益 になるか らと言 うこ とではな く，

主と隣人に仕 えた いという望みか ら教会貝に

な りたいと望んでいるだろ うか， と。私はこ

れまで何度 も， 自分では誠心誠意正直に行 な

ったつ もりでも，後になってみるとその動機

が自分で考えたほど清 くはなかったこ とを経

験 してきました。 しか し，末 日聖徒になると

い うことなので，正直，真実，清 さが完壁で

先祖の神

なければならないと思いました。私は心の中

でよくよく思い計 り， 自分に完全な確信があ

るか どっか自問 してみ ました。

その晩のことです。私は目を覚 まして， タ

バ コに手 を伸ば しました。タバ コを吸 うこと

は長年 の習慣で， ここ数年はその量も一段 と

増えていました。私が タベコに手 をやると，

心 の中にこんな思 いが湧いてきました，「どう

してタバ コを吸 うの?」

私は心の中で反発しました。「どうしていけ

ないの。私はまだモルモンではないの よ。」

その時，ひ とつの思いが私の心 を強 く打ち

ました。「あなたも偽善者 と呼ばわれたいのか。

モルモンでないか らタバコはやめないだって，

……。教会のすべての教 えが真実 であること

を知 っているなら， タバコはやめるはずだ。」

私はタバ コを置 きました。その時から， タ

バ コは一切 口に していません。お酒もコーヒ

ー もお茶 も飲んでいませ ん。その ような勇気

を与えて下 さった主に，心か ら感謝 していま

す。

私が教会員になってか らこの3年 間に，主

は数 多くの祝福 を与えて下 さいました。中で

も，最大の祝福は，イエスがキ リス トであ り，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は今 日この地

上における唯一 まことの教会であるというこ

とを心の奥底で確信することができたことで

す。

(レ ニ ー ・プ ール ・ボ ー ラ ス;ブ リガム ・ヤ ン

グ大 学 教育 学助 教授 ， ユ タ州 プ ロボ ・シャ ロ ン

イ ー ス トステ ー キ部 プ レザ ン トピュ ー第3ワ ー

ド部 扶 助協 会訪 問教 師 の責 任 にあ る。)
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愛 のおくりもの
あ い なん せ

愛 戴おく､!､総 証 何ですか･世
界で,初 等協会 のこどもたちほ

あい

ど愛 をはこんでいるこ どもたちはい
ねん しょ とうき ょうか い

な いで しょ う。1878年 に,初 等協 会
しょとう きょうか い

ができてか らず っと,初 等協会のこ
ひとびと ほう し

どもたちは人々にすすんで奉仕 して

きました。
はじ はたけ

初 めの ころ,こ ど もた ちは 畑 をた
まめ っ く かん と く そ う

がや し,豆 を作 ってそれを監督 の倉

庫におさめ ました。

あ

じゅ うたん のは ぎれ をぬ い合 わせ

て,マ ッ トをつ く り,ソ ル トレー ク
しんでん いと

神 殿 に お く りま した 。 また,そ の糸
か て つだ かね

を買 うためにお手伝 いをしてお金 を

ため ました。
かい た くしゃ たに

開拓者が ソル トレー クの谷につい
悔

ねん め と し き

てか ら100年 目の年 には,そ れ を記
ね ん か く ち し ょとうき ょうかい き ょうか い ま ち

念して各地の初等協会で教会や町の
こうえ ん き う

公 園に木 を植 えました。
し ょとうき ょうか い しょう にぴ ょうい ん た

また,初 等協会小児病 院 も建 てま

4

｢' 轟
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きつね と;

お､嘉 ρ をすか したきつ抑 ㍉ ぶどう･
畑 をのぞいています。 きつねはい

なん

い ま した 。｢何 て,お い しそ うなぶ ど う

なか はい

だ ろ う。 そ うだ,中 に 入 って,お な か

た

がいっぱいになるまで食べてや ろう。｣
はたけ

ところが そば まできてみ る と,畑 は
たか かこ

高いへ いに囲 まれて います。 きつねは

へ いのまわ りを っろ っう しなが ら,に
つち いりぐち

おい をか いだ り,土 をひっかいて入 口

をさが しま した。 そして,と うとうひ
み

とつ のあなを見つけたの です。けれ ど
なか はい

も,い ざ中に入 ろ うとす ると,あ なが
ちい はい

小 さす ぎて入れ ませ ん。
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嫁んとうのお泰 ぎち

七十人第一定員会会長会

ボ ール･H･ダ ン

ち い とも

小 さ紡 鰭 ち勲 なさん･こ繕､
ら,世 の 中で一番すば らしい祝福

はなし おも

につ いてお話 した い と思 います 。それ
す く ぬし ひとびと おし せ んきょう

は,救 い主 のこ とを人々に教 え る宣教
し

師になるこ とです。みな さんはべつ に
ま

お となになるまで待つ こともないので
い ま せん きようし

す 。今す ぐにで も宣教師 になれ ます。
わたし ょ げんしゃ

私 た ち の予 言 者,ス ペ ンサ ー･W･キ
だい かんちょう きょうかいいん

ンボール大管長 は,｢す べての教会員は,
せんきょう し い

宣教 師である｣と 言 ってい ます 。 これ
こ い

は,お となだけで な く.,子 どもに も言

えるこ とです。み なさんは,さ っそ く
せん きょう し

きょうか らで も宣教 師にな るこ とが で
ほうほう おし

きます。 その方法 を教 えましょう。
だいいち ひとびと しめ

まず第一 に,人 々に よいもはん を示
ひと きょうかいいん

すこ とです。 入は,教 会員の よい もは
み きょうかい かん しん

ん を見て,教 会に関心 をもつ ようにな

ります。だいぶ前 のこ とですが,ジ ェ
しょうじょ きょうかいいん とも

シカという少女が教会員でないお友だ
い え あそ か1

ち を 家 に よ ん で,い っ しょに遊 ん で い
ご こ とう

ました。その うち,ひ とりの子 がお父
わ るくち い

さんの悪 口を言 いは じめ ました。ジェ
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私 は現代 の二一フ・イを知 ・ている・ グア
テマ ラのカチャケル ・インディアンのダ

ニエ ル ・チ・ヨクこそその 人 である。私 が彼

と初めて会った時，彼はグアテマラのグアテ

マラ ・シテ ィー伝道部で働いていた。私の知

る限 り彼は，最初のカチャケル ・インデ ィア

ンの宣教師である。彼の任地か らほんの48キ

ロの所に故郷 の小さな町，バ トシシアが あり，

農夫の父親はそこで支部長 をしていた。伝道

地は家か らは近かったが，ダニエルとその家

族 にとって伝道費用 を捻 出することは決 して

楽ではなか った。父の年収は100ド ルか ら200

ドル しかなかった。それでもダニエルが愛す

る主に仕 える召しをいただ く19歳 の年齢 に近

づいた時，家族は一心に祈 って90ド ルを2年

1間の伝道費用に充てることに した。家族 の全

収入のおよそ4分 の1で ある。

そのほか・に も，ダニエルが克服 しなければ

な らないこ とほ多 くあった。 まず服装はえ り

のある服にネクタイをつけ，靴 を履き，食事

も豆や トーチ ラスや米は食べ られない。 しか

し彼はそのような新 しい環境にす ぐ順応す る

ことができた。それ というの も，彼は同胞に

福音を教 え，祝福 をもたらす こと，さらに宣
..教師たちに難 しいマヤ方言を教えるこ とを心

か ら望 んでいたか らである。

チ ョク長老は教える才能に恵まれてお り，

驚 くほ ど熱心 に働 いた。力強 く，愛 と信仰を

もって教 え，証 を述べ，彼か ら学 んだ人はい

・つ も心に大 きな喜 びと満足 を得ることが でき

た。彼は福音 を分か りやす くかみ砕 いて教

えた。た とえ反対者の中にあって も，彼が怒

った り，取 り乱 した りす ることは一度 もなか

った。彼はいつ も人々 を愛 し，人々か ら愛 さ

れた。

1976年 私 は伝道 を終 える前に，.もう一度チ

ョク長老 と出会 うこ とにな ったが，それが.

こ の世 での見納 めであ った。その経験 を通

して，私 は主 を信 じることは一体 どうい うこ

となのか，人生 とは何なのかを知 ったのであ

る。そしてこの素晴らしい長老が自国民に対

して抱いていた熱意 を改めて知ったのである。

197石年2月4日 の朝であった。グアテマラ

の中部高地一帯に， これまで中米を襲った中

でも最大級の地震が発生 し，24，000人 を越え

る人命が失われたのである。

地震が治 まる と，私 と同僚 は中部 高地の

教会員やそこで伝道 している宣教師たちの安

否 を尋ね，ソル トレー ク ・シティーに報告す

るように求め られた。私たちは幾つかの町を

訪 れ，途 中チ ョク長 老 と同僚 に 出会 った。

彼 らは午前中ずっ と自分たちが伝道 していた

地域のけが人や死亡者の世話 をし， ようや く

それ を済 ませて， これか らチ ョク長老の故郷

であるバ トシシアの町に向か うところだった。

そこで私 たち も彼 らと合流す ることにした。

4人 がチ ョク長老 の家 に着 くと，彼 の父

親はうつ ろな 目をし，重 い足取 .りでがれきの

山 の 間を歩 いていた。 チョク長 老は駆け寄

って父親を抱 き締 めた。しばらくの間ふたり

共声が出なかった。それか ら父親は重い口を

開いて，妊娠8カ 月の妻がふたりの息子 と共

に地震で倒れた壁の下敷 きになって死んだこ

とを告げ，一緒にその場に泣き崩れて しまった。

チ ョク支 部長 の悲 しみ は大 き く， シ ョッ

クは測 り知れない程であった。一緒に泣いて

いたチ ョク長 老は ようや く気 を取 り直 し，

父の顔 を見詰めて言った。「お父 さん，神殿に

入るために20年 間犠牲 を払 ってきたことを覚

えているでしょう。ぼ くたち，永遠に結び固

められてるんです よ。みんな， また一緒に住

めるんですよ。ぼ くはそのことをよく知 って

います。お父さん，主 はこれ までお父さんに

祝福 を与 えて下さったでしまう。.お父 さんは

この主のぶ どう園で働 く僕です。悲 しんでい

・ る人たちの手 を取 って，.慰めてあげて下 さい。
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みんなを集めて一緒に祈ったらいかがですか。」

それから;チ ョク長老は昔のニーファイが

荒野で指導者であるリーハ イを励 ました よう

に，「お父さん，ぼ くたちが信仰 を働かせ る

ことができるように助けて下 さい」 と言 った。

(こ うしてチ ョク支部長 は支部の会員を

まとめ，大規模な救援 と復興の事業に取 り掛

かった。以来，彼は周囲のすべての人々に と

って大 きな支えとなったのである)

チ ョク長 老は 自分 の家族や友人の手助け

を終えると，開 ロー番こう言った。「さあ，行

きましょう。今夜までにソル トレー クに報告

す るためには， まだまだしなければな らない

ことが沢山あ ります。」

私は彼の言葉にいささか驚 いて，ほかの町

のことは自分たちで調べ るか ら彼 はここに と

どまった方がよい と言った。

しか し彼の返事 はこうだった。「もう父ひ と

りで十分です。私の召 しはあちこちにいる聖

徒や長老たちを助けることです。どうか行かせ

て下さい。」私たちは彼の熱意に負けて しまった。

すでに 日は暮れかかっていた。それでもま

だ町が3つ 残っていた。そのうちふたつは地震

による被害で道路が使えなか った。そこで私

たちは二手 に分 かれ るこ とにした。チ ョク

長老 と私はコマ ラバへ行 くことになった。彼

は，少 しでも早 く町に着 きたいので，走ろう

と言い出した。約18キ ロの道の りをである。

私は冗談だ と思つていた。私たちは峡谷を

通 ることになったが，そこは地震に よる山崩

れで土砂が落 ち，危険な状態になっていた。

私は峡谷 を避け，回 り道をした方が良い と

言ったが，地理 に詳 しい チ ョク長老は走 っ

て峡谷 を抜ける以外に町には着けない といっ

てきかなかった。そして，主の助けがあれば

必ずできると言った。さらに，体力 と気力が

続 くように，また峡谷が危険なために孤立状

態におかれているコマラバの人々に特別な祝
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福 があるように，私に祈 ってほしい と言った。

私は心か ら謙遜になって主に祈 った。

私たちは18キ ロを走 り通 した。走 りなが ら，

私たちは主が古代アメ リカの民に語 ったみ言

葉 を何度 も繰 り返 した。彼はこれ までその言

葉 を心の中で深 く考え，その言葉の意味をも

っ とよ く知 りたいと思 っていると語 った。

峡谷の町に着 いてみ ると，辺 りは物音 ひと

つ しないほど静 ま りかえっていた。その 日ず

っ と町は重苦 しい空気に包まれたままだった。

私 たちは コマ ラバで必要 な救援活動 を始め，

情報を集めてバ トシシアに引き返 した。そし

て，チ ョク長老はその まま父 と生 き残った家

族の もとに帰った。

それ以来，私 はチ ョク長老 に会 っていな

い。 しか し，あれからずっと， この若い偉大

なカチャケル ・インデ ィアンのことが私 の頭

か ら離れない。私は彼から大 きな感化 を受け，

あれ以 後，私は変 わ った。チ ョク長老 を知

ってか らの私の福音に対す る証は百倍 も強 く

なったように思 う。実に彼は 「神 の命令 を守

り，.その父にならって道 をふみ行った」(ヒ ラ

マ ン3：37)人 で ある。

1976年3月30日 ， チ ョク長老は60名 の宣

教師 と共に，荒廃 したパツーンの町の後片付

け をしていて，余震で崩れ落ちたれんが壁の

下敷きになって亡 くなった。

私は彼の死 を素直に受 け入れることができ

なかった。しか し同僚のジュ リオ ・サラザー

ル長老は彼の葬儀 で次のように述べた。「私は，

チ ョク長老がバ トシシアの立派な指導者 とな

る日を夢 に描いていました。ですか ら，彼の

死に納得 できませ んで した。でも，なぜ彼が

死んだのか とよ くよく考 えた時に，恐 らく彼

に準備ができていたので，主 は，霊界での仕

事，特に地震で亡 くなった大勢のカチャケル・

インデ ィアンに福音 を宣べ伝 えるために彼を

召 されたことに気付いたのです。」



伝道が若人に及ぼす影響

オ ル ソ ン ・ス]ッ ト ・カ ー ド

帰 環宣教師を対象に行なわれ撮 近の調査
結果か ら，伝道が若入の生活に大 きな影

響 を及ぼ していることが明 らかになった。教

会の集会への出席，』大切 な戒め を守 っている

か どうか，教会の奉仕な どにつ いて，1，000

人 を超 える帰還宣教師にア ンケー トの回答 を

求めたところ，興味深い結果が得 られた。

帰還宣教師の97パ ーセン トが月に1回 以上，

91パ ーセ ントが3回 以上聖餐会に出席 してい

る。これは教会全体 の出席率 をは るかに上回

っている。

帰還宣教師の89パ ーセン トが，現在教会で

何 らかの責任を受けている。

帰還 宣教師で結婚 した人の内95パ ーセ ン

トが神殿結婚であり， これも教会の平均をは

るかに上回っている。

なぜ このような調査が行 なわれたのだろう

か。七十人第一定員会会員であ り，伝道管理

部の管理部長 を務めるカー ロス ・E・ エイシ

ー長老は
，近年教会貝の間で帰還宣教師が不

活発になる比率が高 くなっていると言われて

いることを指摘 し，次のように語った。「ひと

りかふ たりの宣教師が教会 を離れ ることだけ

でも非常に重 大なことなのに， それほど大勢

の人たちが不活発になっている とは とて も信

じられませ ん。」そこで，そのような問題が本

当にあるのか どうかを調べ， もしなければそ

の ような事実無根の うわさが流されないよう

にするため，伝道管理部 のエリック・オットー兄

弟 と神権管理部のジョン・マ ドセン兄弟のふ た

りが中心になって調査が実施されたのである。

アンケー ト用紙が1，757名 の帰還宣教師に

郵送され， 回答率は65パ ーセン トを越 えた。

これは郵送アンケー トの回収率 としては非常

に高い。 しか もさらに正確 を期すために，帰

還宣教師15人 ごとにひ とりの監督にお願い し

て，宣教師の自己評価 と監督から見ての評価

との違 い， および回答者が未回答者 と比べて

活発な人だけになっていないかどうかを調べた。

この追跡調査の結果，先 の調査が真ぴょう

性 の高いものであるこ とが証明された。未回

答者は多少不活発 な傾向はあるが，その差は

3パ ーセン トという無視 し得 る数字であった。

現在の帰還宣教師は非常 に活発で， しか も

彼らは40年 前の宣教師をはるかにしのいでい

る。1930年 頃行なわれた宣教師の調査では，

帰還宣教師の内，什分 のみ を多少 でも納めて

いる者が84パ ーセン トであったが，今回の調

査 では完納者が92パ ーセン トに も達 している。

また，1936年 に は83パ ー セン トの帰還宣教師

が集会に活発に集 っていたが，今 日ではその

比率は91パ ー セ ン トに上 り，月に1回 以上

出席 している者 も含めれば97パ ーセン トにな

る。

しか し比率が高いか らと言って手放 しで喜

んではいられない。エイシー長老は次のよう

に語っている。「調査結果は，私の期待 をわず

かに上回っているに過 ぎません。私は当然良

い結果が出 ると思っていました。私たちは宣

教師全員の ことをいつ も心に掛けています。

たとえ少数 とはいえ，彼 らが教会に来ないご

とは非常に悲 しいことです。私たちは91パ ー

セン トや97パ ーセン トでは満足できません。

帰還宣教師が100パ ー セン ト活発 で忠実な末

日聖徒になって欲 しい というのが私たちの願

いです。」
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律法に従っ.てはしめて得られる

福音の祝福

第5代 大管長

ロ レ ンソ ・ス ノ ー

(1814-1901)

末 日聖徒 イエ ス ●キリス ト教会の第5

代 大 管 長 ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー は ，1814

年4月3日 ， オ ハ イ オ 州 マ ン チ ュ ア に 生

まれ た 。 ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー は ， カ ー トラ

ン ドで 教 師 を し て い た 姉 の エ ラ イザ の 勧

め に従 い ， オ ハ イ オ 州 カ ー トラ ン ドで ヘ

ブ ラ イ語 を 学 ぶ こ と に な っ た 。 そ の旅 の

途 中 ， 彼 は デ ビ ッ ド ・W・ パ ッ テ ン 長 老

に 出 会 い ， 福 音 の教 え を 受 け た。 そ し七 ，

1836年6月 ， ジ ョ ン ・F・ ボ イ ン1・ ン長

老 か ら カ ー1・ ラ ン ドで バ プ テ ス マ を 受 け

た。

翌 年 の 春 ， ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー は最 初 の

伝 道 に 召 され ， 財 布 も袋 も持 た ず に オ ハ

イ オ 中 を旅 した 。 そ の ほ か 英 国 に も伝 道

に行 き， ビ ク トリア 女 王 に モ ル モ ン経 を

献 上 して い る。 ま た ， イ タ リア ， ス イ ス ，

ハ ワ イ.で も福 音 を 宣 べ 伝 え た 。

1849年2月12日 に ス ノ ー 長 老 は ソ ル ト

レ ー ク ・シ テ ィー で使 徒 に聖 任 され た。

そ し て， ウ イ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ大

管 長 の死 後 間 も な く， 大 管 長 と し て 支 持

さ れ た。 時 に ，1898年9月13日 の こ とで

あ る。 ス ノ ー大 管 長 は， 主 の み こ こ ろ に

従 っ て， 什 分 の 一 の律 法 を改 め て 強 調 し

た 大 管長 と して よ く知 ら れ て い る。 彼 の

説 教 や著 作 物 は い ず れ も この 世 に お け る

人 の 価 値 と， 永 遠 に お け る人 の 可 能 性 を

強 調 す る もの で ， そ こ に は ス ノ ー大 管 長

の 無 限 の 信 仰 が 浮 き彫 りに さ れ て い る。

ス ノ ー 大 管 長 は ，1901年10月!0日 ソ ル1・

レ ー ク 畳シ テ ィ ー で 世 を去 っ た 。

こ の 話 は ，1879年4月7日(月)ソ ル

トレ ー ク ・シ テ ィ ー に お け る総 大 会 で語

られ た もの で あ り，.走)αノη∂/0〆0なoo腔 θ5

(「説 教 集 」 第20巻 ，pp，187-92)か らの

抜 粋 で あ る。
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「アブラムの九十九歳の時
，主はアブラム'

に現れて言われた，『わたしは全 能 の神 で あ

る。あなたはわたしの前に歩み，全 き者であ

れ』。」(創 世17：1)

これ に関連 して，山上の垂訓の一節 を引用

したい と思 う。マ タイ伝5章 の最後の節には

こり記されている。

「それだか ら
，あたながたの天の父が完全

であられるように，あなたがた も完全な者 と

な りなさい。」(マ タイ5：48)

この朝のひとときを，皆様の信仰 と祈 りに

心を向けてみたいと思 う。

御存 じのように，主はアブラハムにみ姿 を

現わし，偉大な約束を与えられた。同時に，

それを受けるために，アブラハムにひとつの

条件 を授けられた。それは，主のみ前にあっ

て完全 な者になるということである。 この同

じ条件 を主は弟子たちに も示 され，ご自身と

天の父が完全であられ るように，彼 らも完全

な者 となるよう勧告 されたのである。

主は最：高の祝福 を末 日聖徒 に授けると言わ

れた。 しか しその祝福 を受け るためには，私

たちはアブラハムのように，それにふ さわし

く自らを備 え，かつてアブラハムに与 えられ，

今 また私たちに与え られてい る同 じ律法を守

らなければならないのである。すなわち，私

たちも主のみ前に完全な者 となる必要がある

のである。この場合 も主は私たちが応 じるこ

とのできない条件は出されなかった。

この条件 をアブラハムに示すにあたって，

主はアブラハムが この律法に従 う者 としてふ

さわしくな り，条件 を完全に満 たせ るように

その方法 を与えられた。聖 きみたまにあずか

る特権 を授け られたのである。すなわち聖典

の中では，アブラハムに福音が説かれ， その

福音 を通 してアブ ラハムは神 につける事柄 を

理解す る聖 なる力 を得 ることがで きたと記 さ

れている。この助けをな くしては，だれ も主

のみ前にあって完全 な状態になることはでき

ないのである。

アブラハムはこの聖なる律法に従 って主の
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み 前を歩む信仰 を持 った人であったが，そん

な彼に も時 として信仰 の試 しがあった。 しか

し，神 のみ こころに従 うという強い決意 を持

っていたアブラハ ムは， どんなことに も落胆

しなかった。私たちはよ く，完全 に律法 を遵

守す るこ とはできない とか，完全 な者 となる

ことは無理であると言 う。ある意味ではそ う

か もしれない。 しか し， これは全能者が私 た

ちに下 された戒めであ り，それ を無視するこ

とはで きないのである。苦難 な状態に置かれ

た時，それは私たちに とって，肉体 の弱さを

克服するために，力 と理解力，知恵 と恵みを

主に求める絶好の機会 である。

主の望みは私たちを日の光栄の王国に導 き

入れることである。そのために直接啓示を与

えて，私たちが永遠の世界に生まれた神 の子

供 であることを示 された。また私たちは，天

父のみ もとに帰って御父の完 き栄光が受けら

れるよう自らを備 える とい う特別な 目的のた

めに，この地上に送 られたことを告げられた。

それであるか ら，私たちはこの律法に従 うよ

う努め， 自らの思 いと望み と心 とを清めなけ

ればな らない。その ように清 く汚れないもの

となった時，私たちの心はあらゆるこ とにつ

いて主に向けられ，天父のみ こころを行な う

こと以外考えなくなるのである。 そのような

領域に達 した人こそ完全な人であ り，何 を行

ない， どこへ行こ うとも神 の祝福 を受け られ

る人である。

しか し，私たちは愚かさや肉体の弱 さのた

めに， 多かれ少なかれ無知 な点があ り，その

結果過 ちを免れ得 ないのが現実である。そう

であるか らと言って，神のこの命令に従わな

くて もよい とい う理由にはな らない。 しか

も主はこの命令を達成 できる方法 を私たちの

手の届 く範囲内に置いて下 さっている。これ

が，救 い主が述べ られた完全 という言葉の意

味であ り，主がアブラハムに言われた言葉の

意味 で もあ る と私 は思 う。人は，あ る事に

は完全 であ るが，他 の事 には完全 でないと

い うこ とがある。知恵の言葉 を忠実に守って



いる人は， その律法 に関 しては完全 であると

言える。罪を悔 い改めて， その赦 しを受ける

バプテスマの水 に入った時，それに関する限

り完全である。 しか し，使徒 ヨハネはこう言

っている。私たちは 「神の子である。しか し，

わた したちが どうなるのか， まだ明 らかでは

ない。彼が現われる時，わたしたちは， 自分

たちが彼に似 るもの となることを知 っている。

その まことの御姿 を見るからである。

彼についてこの望 みをいだいている者は皆，

彼が きよ くあられるように 自らをきよくする。」

(1ヨ ハネ3：2-3)

末 日聖徒が 目指すべ き完全 とはこのような

状態である。父なる神の ようにな り，そのみ

もとに住むことがで きるような子供 になるこ

とである。私たちは神の御子が姿 を現わ され

る時， 肉体が更新 され栄光化 され，虚弱な肉

体は栄光の体 と変わることを望んでいる。(ピ

リピ3：21参 照)こ れが私 たちの考える完全

である。

ここで皆様に考 えていただきたいことがあ

る。皆様は 自分 を本当に清 くしようと努めて

いるだろうか。神の清さにまで 自らを清めよ

うともせず，すなわち， 日々神 と人に対 して

少 しのとがめ もないように努めることをせず

に，正 しい道 を歩んでいると言えるだろうか。

私 たちの中には，1日 ，1週 間，1カ 月 を罪

を犯すこともな く， 自らを正 しく管理 し， 日

々神のみたまの導きを熱心に求めて生活 して

いる人が大勢い る。その ような人々であって

も，時には大きな試練に遭 い，乗 り越えてゆ

か なければならない障害に直面す る。たとえ

そうであっても，努力を止めて よい理由はな

い。力を倍 にしてでも， 目的を達成 しようと

決意 を固める必要がある。

アブラハムやそのほか聖 く偉大な人々の生

涯 をよく研 究す る時，彼 らの努力が， たとえ

義にかなったものであって も必ずしも報われ

ていないことが分か る。それであるから，弱

点をつかれても落胆 してはならない。犯 して

しまった過 ちや間違いはす ぐに悔 い改め，で

きる限 りの償 いをし， それか らよ りよいこと

ができるよう新たな力を神 に求め るが よい。

アブラハムは父の家を去ってか らは，毎 日

神 のみ前に義 しく歩むことがで きた。 しか し

そのようなアブ ラハムにも厳 しい試練が訪れ

た。事実，それは想像 を絶す るほどの試練で

あった。主から，愛する独 り息子 を犠牲とし

て捧げるように命 じられた。この息子 を通 し

て偉大な約束が成就 され るとい う祝福 を主か

ら受けていたにもかかわらず，そのように命

じられたのである。 しか し，アブラハムは神

か らの正 しい導 きによってこの試 しを乗 り越

え，神への信仰 と忠誠を示す ことができた。

アブラハムが このような特質 を偶像崇拝に浸

る両親か ら受 け継いだ とは思 えない。アブラ

ハムは，神の祝福 によってその特質 を受け継

ぎ， しか も私 たちと同 じように肉体 との戦い

に打 ち勝 ち，疑いの念をすべて拭い去 ること

に よって初めて，これほど厳 しい試練に も耐.

えることができたのである。

使徒パ ウロはこう述べている。「キ リス ト・

イエスにあっていだいているの と同 じ思いを，

あなたがたの間で も互に生かしなさい。キリ

ス トは，神のかたちであらわれたが，神 と等

しくあることを固守すべ き事 とは思わず……」

(ピ リピ2：5-6)

神 の み前 をこの 目的をもって歩む者はだれ

でも，神 のように 自らを清 くし，神 のみ前 を

正 しく歩む ように努めるであろう。私たちに

は愚かさや弱点があるが，できるだけ早 くそ

れ らを改めなければならない。 しか も，この

ことを自分たちの子供の心にも植 え付ける必

要がある。そ うすれば，神 を恐れる気持ちが

幼い うちか ら養われ， どのよ うな状況に置か

れて も主のみ前に 自らを正 しく処す るように

なるであろう。もし夫婦が一 日だけけんか を

しなかった，また人に不親切 な行 ないをしな

かった，あるいは神のみたまを悲しませるこ

とをしなか ったならば， それはとて もよいこ

とである。その 日は完全 であった と言えるか
'も しれな

い。翌 日も同 じようにしてみる。翌
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日もできないだろうか。では3日 目は どうだ

ろう。3日 目はできない とい う理由はどこに

もない。使徒ペテロはいかなる状況 の下 でも

救い主の傍らにいようと考えていた。 しか し

彼はそれができなかった。けれどもそのこと

で落胆 していたら，彼は恐 らくすべ ての もの

を失 っていたであろう。 ところが彼は悔 い改

め，忍耐 したので何 も失わず，すべ ての もの

を得たのであった。彼の経験は私たちに とっ

て も大いに役立っている。

末 日聖徒 は，かつて使徒たちが示 して下 さ

ったこの精神 を養い続ける必要がある。

すべての人に対 して少 しの良心の とがめ も

感 じない日々を過 ごす ように しなければなら

ない。神は私たちが援助 を求めることのでき

るよりどころ，すなわち使徒 と予言者，伝道

者などをおき，「聖徒たちをととのえ」る方法

を示して下さった。(エ ペ ソ4：11-12)ま た

主から授け られている確 かな導 き手である聖

きみたまは，私たちが逆境に直面 した時に，

なすべ きことを教 え，力 と助けを与えて下 さ

るのである。

福音によって 自らの内に感情や野心 を抑制

す る力 を持っていることを認識し， 自分の意

志 を天父のみこころに従わせ，家族や知 人に

不快 な思いを抱かずに，地上に小 さな天国を

築 くよう努め励むならば，私たちは人生にお

けるこの戦いに勝 ったも同然である。
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多 くの者が厳 しい苦難 を被 る原因のひ とつ

として，人生の偉大な目的をす ぐに忘れ ると

い うこ とがある。私たちは， この世 に私たち

を送 り出して肉体 を与 えて下 さった天父のみ

こころや，私たちに授け られている聖なる召

しについてす ぐ忘れる性癖がある。 しか も，

この世のはかない事柄 を超越できず，神 の下

された貴い援助 を無にし， しば.しば世の水準

にまで自らを下落 させている。天父のような

完全 さを身に付 けようと絶えず決意を新 たに

しないならば，私たちも世の人々 と何 ら変わ

りないのである。

これは主が いにしえの聖徒たちに与 えられ

た勧告である。彼 らは激情に走 りやす く，私

たちと同じような誘惑に直面 していた。主は

彼 らがこの勧告に従 うことができるか どうか

を御存 じであった。主はその子 らに不可能な

ことは要求されなかったし， これか らもされ

ないであろう。「曲った邪悪な時のただ中にあ

って」，邪悪 で堕落した民に救いの福音 を広め

よう.としているイスラエルの長老たちは， こ

のみたまを特に求める必要がある。彼らだけ

でな く，少年 も少女 もこの教会に属する聖徒

と呼ばれ るにふさわしい人は皆， 自らの良心

を神のみ前に清 くするようにという要求に従

って行動 しようという望みを抱 く必要がある。

老いも若 きもこの目的を胸に掲げるこ とは素

晴 らしいことである。また，若人がその顔か

ら神の光 と英知 を輝かせ，人生の目的を正 し

く理解 し，世の中の愚か さや虚栄，人の弱点

や過 ちを乗 り越えてい く，このよ うな道 を歩

む姿 を見 るこ とはヒの上ない喜びである。

兄弟姉妹の上に神の祝福があって，神の聖

きみたまが注がれるように。 そして皆様の行

ない， 日々直面す る様 々な事柄の上に， 自己

の務めや全能者か ら与えられる召しの上に祝

福 があるように。さらに神のみたまが湧 き出

る水の ごと くに皆様 を潤 し，永遠の生命へ と

導 くよう，そ して皆様が，生涯神 を恐れ敬っ

て生活できるよう， イエ スのみ名に より祈 る

ものである。アーメン
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厳寒の下でのバプテスマ

ジ ー ン ・チ ッ プ マ ン

ア ン トンは戸口か ら石畳の馴 に出て・ どう
しようか と一瞬思案 した風な様子 を見

せ，それか ら妻の方 を振 り向いて叫んだ。

「大丈夫だ
。アイビー ン，出掛け ようか。」

妻 も外に出て来た。彼女は手織 りのスカー

フ と厚手の コー トに身を包んでいた。2月 の

底冷えのする寒い夜である。目指すは家か ら

100メ ー トルほ ど難れ たところにある海岸で

ある。妻の後か ら子供たちもついて来た。ソ.

ル ボール ドとアス トラはまだバプテスマ を受

ける年齢 にはなっていなかったが，両親がバ

プテスマを受 けることを十分理解 できたし，

それを喜 んでいた。 ところが当のアン トンは

浮かぬ顔 であった。彼は，デンマー クのアー

ルボル グの美 しい町 をお し黙った まま，物思

いに沈んだ様子で歩いていた。

すっか り冬の雪に覆われた小 さな庭 を通 り

抜けなが ら，彼は2年 ほど前に初めて宣教師

に会 った時のこ とを思い出した。1893年 の夏

のことである。ちょうどアン トンが庭木の刈

り込み をしていたところに宣教師が通 りかか

り，話 し掛けてきたのであった。

「あの 日宣教師たちは私の心に良い種を蒔

いて くれた。確かにそれ を感 じた。」アン トン

は思いにふけ りながら，ゆっくりと歩いてい

た。「翌 日，牧師が来たので，私は宣教師から

聞 いたことを話 した。す ると牧師はその教 え

をけな し， 自分の考えをまくしたてた。次に

長老たちが来ると，私は牧師か ら聞いたこと

を話 した。宣教師は再 び福音 を教 え，私 の心

に種 を蒔 いて行 った。私 はこれはもう自分で

知 るしかない と思った。」

その夜は闇が濃かった。子供たちは父母に

ぴった り寄 り添っていた。 ソルボール ドは父

の手をしっか り握 り，かわいいアス トラはア

イビー ンにしがみついていた。アン トンはそ

んなソルボール ドを見なが ら，今度は自分の

子供時代のことを思い出 した。飼っていた牛

のこと，冬になると木靴を履いて走 り回った

こ と， そして猛吹雪の 日に家か ら遠 く離れて

助け も呼べずに死んでいった妹のこと，1800

窄 `
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年代半ば， ドイツ と戦争 していた時に，9人 ・

の家族 を養 うことができずに苦 しんでいた父

の姿，その父を助け るために朝の2時 か ら夜

の11時 まで畑で働いたこと， また一晩ベ ッド

の中で泣 き明か したこと。「あの頃，自分は何

のために生 まれたのか と思ったものだ。自分

はどんな役にたっているのか分か らなか った。

目の前にあるのは， たいして価値 のない労働

の繰 り返 しだけだった。」

極寒の冷気がアン トンの顔 を横な ぐりにし

た。彼はアイビーンと子供たちは大丈夫か と

気 になった。冷 たい風は氷河を思わせる。彼

はデ ンマークが農耕 に適 した起伏のある平地

になったのは氷河期 によるものであると習っ

たことを思い出した。数年間の義務教育 も捨

てたものではないと思った。それ も祖国デン

マークが教育 と労働 を重視 していたか らであ

る。やがて野原の向こうに，停泊中の船 のマ

ス トが見えてきた。

バプテスマ を受ける場所が近 くなって くる

と，何 とも言えない孤独 な気持 ちになった。

「わが祖国
，わが先祖たち，そしてこれまで

慈 しみ大切 にしてきたものすべて を，自分は

はるかかなたの見ず知 らずの国で生 まれた宗

教のために裏切 ろうとしているのではないだ

ろうか。」

一家は最後の角 を曲った。す ると眼前にす

っか り氷で覆われた海が広がった。アン トン

は改めて白い肌着の感触 を身に感 じた。それ

はアン トンが昔，大病 を患 って以来，身に着

けてお くよう言われてきた肌着である。。そ

の時，彼は初めて自分の証 を持 ったのである。

肺炎で1年 間生死の境 をさまよい，長老たち

か ら，信仰 と，特別な祝福 によって癒 される

ので儀式を受けるように と勧 められ，アン ト

ンはその勧告に従 ったのであった。その後間

もな く，アン トンは，真理 を探究する上に覆

いかぶさっていた暗雲 をきっぱ りと拭い去 る

ことができた。そして他の教会の牧師に， 自

分はふた りの主人に仕 えることがで きない と

告げた。それまでアン トンの良き友人であっ
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た牧師たちも，ア ン トンがモルモン教会に加

入する決心をしたことを聞いて，その友情 を

断 ってしまった。アン トン.を迷 える人間 とし

て見離 したのであった。

アールボル グのモルモ ン教会の会貝たちは

す でに海辺に集まっていた。 ランタンをか ざ

す 人たちもいた。人数は少ないが，皆はつ ら

つ としていた。讃美歌 を歌 う顔に笑みが満ち

ていた。 しか し， まだアン トンは黙 りこくっ

ていた。かわいい子供 たちの顔 を見詰めなが

ら， 自分の しているこ とは子供 にとって正 し

いことだろうか と考えていた。公立学校 では

その数 も少ないモルモンに対する偏見が強 く，

小 さな子供たちにはかわいそ うだ。私立の学

校 を捜さ.なければ。

讃美歌が終わ り，開会の祈 りが捧げられた。

宣教師たちは，バプテスマを受：け るジェンセ

ン兄弟姉妹が寒さで病気にならないように祝

福 を祈った。氷に穴が開け られた。アン トン

と妻のアイビーンのふたりに聖なる儀式が施

された。人々は誕生 したばか りのこの教会員

を抱 き締め，握手 をして祝 い，それから急い

で暖かい火の燃えている自宅へ送 って行 った。

その時，アン トンは何か特別な， まった く予

期 しなか ったことに気付いたのである。帰る

途中，アン トンはまるで跳びはねるような感

じで歩いている自分に気付いた。そんな彼を，

妻 と子供 たちはにこにこしなが ら見ていた。

そこには苦 しみ悩んだ重荷はなか った。彼は

自分は畢 しいことをしたのだ と思 った。そ し

て，その時は じめて自分には人生 でなすべ き

大切なことがある と悟 ったのである。

「私は翌 日
，以前の友人であった牧師の と

ころへ証 を述べに行 きました。本 当に幸せ で，

まるで世界中の人を改宗 できそうな，またそ

うしたい気分 でした。私は，バプテスマ を受

けることによって得た平安 と喜びをみんなに

知 って欲 しい と思 いました。中で も一番素晴

らしいことは，私 だけでなく，愛す る家族の

ために も，さ らに大 きな喜び と知識が約束さ

れてい ることをはっきりと知 ったことです。」
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来日決まる

モル モ ン･タ バ ナ ♂刀 誇
胤

この度,モ ルモン･タ バナ クル合唱団か名

古屋の中京テレ'ビ株式会社の招待で 日本を訪

れ,東 京,横 浜,名 古屋,大 阪,京 都の5カ

所で,ア ジア初 の公演 を行な うことにな りま

した。

モルモン･タ バナクル合唱団は,1847年7

月24日,開 拓者の一 団かグレー トソル トレー

ク盆地に一歩 を印 したその日か ら,今 日に至

るまで,ロ ッキーの谷間にその歌声 を響かせ
蓄

てきました。この合唱団は総勢375名 か ら成

り,主 婦や教員,弁 護士,会 社役員 と,い ろ

いろな職業 を持つ人々か集 まっています。

1929年 に,こ の合唱団の合唱は全米て放 送

され るようにな り,現 在毎週 日曜 日の朝,C

BS放 送 を通 じて100局 以上の放送局に送 ら

れ,ア メリカだけでなく海外でもその歌声が

聴かれるようになっています。

初めての海外公演は1955年 の ことて,山 行

はヨー ロ ノパを訪れ ました。この時,ス コ ソ

トラン ド,イ ギリス,デ ンマー ク,ド イツ,

ス イス,フ ランスの各地て公演 し,賞 賛 を博

しています。

その後,1958年,1967年,1969年,1975年

と4回 にわたってカナダで公演 し,1968年 と

44
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1972年 には,メ キシコ･シ ティーても公演 を

行ないました。

そのほか米国大統領就任式にもしばしば招

待され,ホ ワイ トハウスの政府高官たちの前

て歌声を披露 し,『大統領 の合 唱団』とも呼は

れるようにな りました。

今回の タハナ クル合唱団の来 日を契機に,

日本国民か末 日聖徒 のこ とを正 しく理解 し,

福 音が広 く宣べ伝えられる素地かで きあが る

もの と期待 されています。
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家族の証

日々のいとなみの中で

感Uる 神の祝福

私 は1974年 の秋,宣 教師の導 きで妻 と共に

バプテスマ を受け,主 の祝福に満 たされ,天

が開け る程の喜びを感 じました。けれども私

たちにはひとつの心配があ りました。理容 と

いう職業 を持つ私たちが,教 えの通 り安 息 日

にいつ も教会に集 うことができるだろうか。

職業柄,仕 事が どうして も日曜 日に集中 し,

平 日の3倍 以上消化 しない と,御 得意様に迷

惑をかけそ しまうのです。安 息 日を完全に休

むわけにも行かず,困 った私たちは宣教 師に

相談 したところ,福 音に生 きるために職業 を

替えた人がた くさんいます,と いうことでし

た。

50歳 を越えた私は今 までこの職業一筋に歩

んできたし,今 ここで職替えをしても家族 を

扶養する責任に自信がな く,妻 と共に悩んで

しまいました。改宗する時に受けた主の助け

と導 きを堅 く信 じ,今 後 も主 に助けを願 いな

が ら現在の職業 を続け,し か も教会に集 えな

いものか と妻 と話 し合いました。そして安息

日には二人が交代 で教会に行 き,帰 ってから

.仕事 をするこ とにしたのです。最初の頃,多

忙な 日は二人共教会に集わないこ とがよ くあ

46

日本仙台伝道部

郡山支部

伊 藤 良 雄

りましたが,時 がたつにつれて,教 会に集い

たいという気持ちが強 くな り,ど んなに忙 し

くても教会に集 うようにな りました。 しかし

反面お客様からの苦情 も多くなり,中 には｢客

を待たせてお きながら出掛けるとは商売不熱

心だ,客 を馬鹿に している｣と 怒 りの言葉 を

残 して帰って行 く客 もいました。そのたびに

私 たちは胸 を強 く締め付け られる思いが しま

した。それで も私たちは教会に集いたい気持

ちがます ます強 くな り,次 は時間を定めて休

憩時間をとり,店 を閉めて二人で教会に集い,

教 会か ら帰 って開店 し,仕 事 をす る計画 を立

てました。 しか しなかなか思 うようにいかず,

ひ とりが残 らねばならない時 もありました。

｢あなたは責任があるか ら早 く行 って下 さい｣

と妻に送 り出され,自 分 も教会 に集 いたいだ

ろうに,本 当に申し訳 ない と思 いなが ら教会

に向かいます。そんな思いで教会に行 き,充

実 した安息 日を送 っている立派な兄弟姉妹 の

姿 を見ると,教 会か ら帰って もまた仕事 をし

なけれ.ばならない自分たちを恥ずか しく思 い,

またなさけな くなるので した。そんな時,多

くの兄弟姉妹の深い愛に包 まれて喜んで教会
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心の糧

七十人 第一 定員会会員

リチ ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト

教会員でない夫を支持する

こんな話 をよ く耳にする。「私の夫 は教会員ではありません。

その上，私が教会に行 くことも理解 して くれません。」そんな姉

妹たちに私は優 しく愛 をもってこう答える。「愛する姉妹，ご主

人は教会員であろうがあるまいが，あなたの夫であり，家族の

長であることに変わ りはあ りませ ん。ご主人があなたの責任に

理解を示 して くれなければ，あなたの方か ら積極的にご主人 を

支持す るようにしたらいかがですか。家族 を導 く夫の力を，あ

なたが信 じ，信頼 していることを態度で示 して下 さい。立派な

模範を示 して夫を励 ますことです。」

七十人第一 定員会会員

バ ーナ ー ド ・P・

フ 日 ック ハ ンク

素晴らしい約束

あなたの 日々の生活で主のお陰 を被 っていることはないだろ

うか。 自分 は主に負 うところは何 もない と言 う人 もいる。 しか

し，両親や 自分 自身の霊，知性， 肉体，太陽の光，地球，友人

や愛する人々，これ らはみな，主が与 えて下さったものである。

ある若者がかつて私 にこ う言った。「主は私のために何 もして

下 さいませ ん。ですか ら，什分の一を納め ません。」

私は答えた。「もし主がほんのひと時で も，私 たちか ら空気 を

取 り上げられるとしたら， あなたは心 を変 えますか。」

「主はそんなことはなさらないでしょう」と若者は答えた。 あ

なたな らどうだろうか。 もし今か ら2分 間空気がな くな り， あ

なたが心 と勢力 と思い と体 力を尽 くして主を愛す ると同意 した

時に，元通 り空気を送って下 さるとしたら。あなたはす ぐに主

に従 うだろうか， それ ともしば らくの間考え込むだろ っか。

主は人に，主 を愛す るように強いた りはなさらない。その代

わ りに，次のような素晴 らしい特権 と祝福 を約束 しておられる。
いましめ か

「神の誠命を守るに忠実且つ勤勉 なれ。 さらばわれわが慈愛の

腕の中に汝 を抱かん。」(教 義 と聖約6：20)何 とい う素晴 らし

い約束であろうか。神は戒めを守る人を慈愛の腕の中に抱いて

下さるのである。
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